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序

筑後川と矢部川に挟まれる筑後平野の中央に位置する筑後

rH域は、占代より水稲耕作の適地として|剤着陸が進み、また交
通の安衝として多くの人々が往米することにより、歴史を表IJ

んできました。

筑後西部第2地区遺跡若干の発掘調作は、県営fll.~ ，手ti成必
税1懐。mIJ~業に作い、平成 8 年度より福岡県筑後川水系民地開

発)H務所の委託を受け、実施したものであります。
この皮報侍する作品遺跡群は筑後市の|封印に位低し、これ

まで知られていなかった弥生時代後期から l片泊lI.f代初めにか

けての遺跡の分布することが雌認されました。これらの制住

は、この地域の歴史を考えるとで、重妥な手儲かりとなるも

のとJ5・えられます。
発1JtII;VI~査から報告};作成に至るまで、行l~rb'd以筑後川水系山
地開発事務所の関係将、関係機|刻、_lJH関係将、各位に多大
なごl'bhノ1とご援助を瓜きました。ここに心からII謀議Iを表する
次第であります。

ノド I I ~が文化財保i穫の理解を深める一助となり、合わせて研

究資料としてご活月]し、ただければ‘料、です。

、f'J点11イ|ミ3刀

筑後 rp教育委l~会

教育長牟田口和良



例

1. *，'fは、 IJ，t'Pi'iltい下内l点)，k轍'J(業IJy;~i~m2 j由1>くに作い、九!1:tiW，~筑後川水系山地IJU先 'H務所の依頼

を受けて、筑後di教ff~Ll会が判点目， 9{ドj立に大下nt!~~において14施した埋h注文化財の先~JI ，~，~任

制作刈である。

2， * ， IH山川の.ifi制;持制iJI文|は 、 ，kは禿~&~、小林泊作、 \f.ィï 1'~ て、 rr出合目的、よ，'[1'1'.始、、奥村太郎が作

成 し 、 ff~ ~~は小林、îL(1が行っ た。

3，み:，If{史川の.i1'i物実dllJ似lは、If.イit'~ .、、I~塚あけみ、 n雌玲子が作成し、浄』は、点灯が行っ た0

1 ，み;Jト{止!川のη!'.[，:，1: ，k 1'!'秀1Jkt、小林'月作、¥'r.イi~'.1 :が刷版した。なお、i立跡のKL球ηl

合IllIjに依刺した。

5.み:，'H.II.!川の抗，'!，r，'Jは海抜山iであり、)J仰はG.Nである。
6. *，IfのfÅï~'手術rs 伯郡 l flíJを小林 'JH'I!が帆惜し、その他を、工ィ it'.í :が執市した。制，JUHま¥>r.イイがuっ

7. 小;，!?にHJ峨した.itt物の航)~は 1:~t'II" 、木製，'，，'， 1ま 1 / 3 、行製品は 1 / 2 を端本とする。

8 ，本 ， l fにHJ ，I~ したi立梢の納N，は 1 /~OをJ.J~*とする。またill仙の|呼称はl経火作Jl'iを sc、品11¥川H.s
物跡をS也、桝状j立梢を5D、 t峨を SK、 tl~í\:を sr 、 1'1:棉イ'~IVJのものを 5X と，jG~J'化した。

H， 4:，lfに I対わる凶1(11 、 η山、i1J物ち;の資料は、筑後dj教行委11会で'f~n ・ 行珂!される ['ÅÍ!である。
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SK019・o2 ()・o2 t 'Jヒ~rlV~ i.h\

uヒから)
ドL.16 

SK023迫物111J'.状削((判から)

SK023先制状削 (Jヒ内から)

PL. 17 

SKO 2 2 LJf"1断I而(北京ーから)

S K 0 2 8・029・030・o4 0 
〉劫11状似(北から)

PL. 18 

SK024l:間断(llI(北から)

S K 0 2 4 完抗I!V\B~ Uヒ*から)

PL. 19 

S K 0 3 5 完揃i状ð~ (桝から)

S K 0 3 6 ';己揃状況(点から)

Pし.20 

J指1t1二域IHI二i世物 (1) 

PL. 21 

!指挺士峨HI上泊物(2 ) 

! PL. 22 

廃車 1.峨11J上ill物 (3)

! PL. 23 

J指~J:繍11¥1二地物(4 ) 

その他の山 Lil1物

i PL. 24 

tl-t印刷1111以泊跡全iit〈州から)

tillLbFHT12MiiU跡出来上峨昨(上から)

PL. 25 

S K 0 0 1迫物HIL状1;cC凶から)

SK002完制状削(..1ヒから)

PL.26 

S K 0 0 3 1:.11"'1断!而 (..1ヒから)

S K 0 0 3光嗣状削(北から)

pし 27

S P00 5 ，己蜘W~i>c Uじから)

S P 0 0 5辿物111上状出(耐から)

i PL. 28 

J指1経1:峨1lf.1 Utから)

Jia東J，城i円2Uじから)

PL.29 

j克~ 1:峨JlY3<'1ヒから)

l充東上掛川4ut(Jyから)

PL. 30 

出来 u損111r.ill物(J ) 

pし.31 

出来|ニJ1~IJI上地物(2 ) 

S P 0 0 5111 1:泊物

PL.32 

i rltJ::'Jヒィ;伏追跡令jjt(点から)
SCOJ完品!l!状況 (，句点から)

PL. 33 

S B 0 2先制状況 ct判州から)
S X 0 5完昔MJ¥似 (1判(J4から)
PL.34 

S日o2 1:/¥'1断tu](Pll.，滑から)
S B 0 2上k，;1断耐 (P1 2・1拘から)
ドL.35 

SB02上川断|師 (PJ 5・..Itから)

S B 0 2 1'，間断((:1](P 1 6 • Jヒから)



PL. 36 

S X 0 5 JヒsIIJJ.Ti白断IkI(内から)
s X 0 5 114fi11J 1:_11'1断lui(1判から)
PL.37 

S X 0 51十i側卜.肘断!日(刊から)

S X 0 5 *制IJ1.II:fI断I(JI ( I~jか ら)

r.L 38 

SXlO完制状似 (1十JJ.j..[から)

S D 2 0)ヒ品，W，r"uヒから)

PL. 39 

SX05rr 肘I1¥L地物

sxosm肘11¥ J-辿物 (1 ) 

pr.・ Ml
s X 0 5 mJI"-j山'1:.irt物 (2 ) 
S X 0 5 TV}r1IH-1ー辿物

SX 0 51111:ill物

S X J 0 11 ¥ l:ill物



第 l章はじめに



第 1章 はじめに

1 ，J，~ .r+t.にゼる斜地

筑後dìtl~ 1判部は矢l'i~川により j陪1J.比された{lt位[貸斤と ~II航、ji.野が広がり、 J~~)起を"，心とした}産業が'pf

まれている。このj也械は樹、 ~をIj l心とした ..td'r-が行われる位打l也':1トであ っ たが、近年の出業構造

の企化に{fい品集ハヴス凶JZが将人され、出来経常の多純化が進んでいる。しかし、この地域特有の

川緋純川のクリ ークが述人じするためhnl財の地卜.水仰がr5く排Jj(不出なこと、辺町も狭小かっ永整備で

I設業機械の導入か例蛾な状似のままであった。

そのため山業の近代化、作f'l!化による J1l業所得のÞ;~大を日的として、りよ'ì:tJllい手ffJ&J占縦税制li 'H業

筑後内郎m2地IX:，J1・Irbjが加|崎県筑後川Jj(系山地1m允。H務l!fr(以後 flllJとする)により行われること

となった。'H;院は、F./.点6"1-:にノ何本υlïilllが実施8 れ、、I~I点 H-I::に県利・ 'JJ~ として保択された。対象地区

は筑後Ib大下常打l 、 作品、ぷ、出向、 IIIP'J抑制1\'~ IfIJ~~引を台み、対象的ÎfJ'lは 157haである。
、VI点711-:、'1'より州政文化財に|却する'1'

，.)'1が筑後di救ff長同会(以後 「乙」とする)にあり、乙は
、 I~ JJX;8 1，ド6)Jより 8"1::)具7113民対象地域において、 J::.の収機後、)jll'T~を受ける部分に対しd制，~，~ftを行

い、文化財のllj!他地に|則しては '11、乙山内・の Ihh，誕ののち、発品!líU.'J内を潟地した。，Â品1 1，'，~fl:と先品11凋fi

lよ、ji'fi して~rわれた。 ，J，I~ftは7iりnll lllh 2 次地点の遅れのため、 、I~I点 9 {1~ 5 )]に終fした。

平成9"1: ~ ) J、'1'より乙に対し、 9，.ドl止。H;民対象地以 (8・9・10・11・12・13I :IX:、7Itr.~ ・ ぷ ・

'，li~; J lJ . J r!:.[. ~j也|メ〉 でのj'MA:長文化財のuÂ品I! ，J，'J 作依刺があり、乙は道路、水路部分&.び削、ドを受ける部分

についてd品11IIJ他な地l.よから随H与これを行 っ た。 そのt紡J市iJ浪~仏占ふ、 文化l財吋のよp地1世日I1!A峨'古ω占j地也に|附則 して 1叩1ド1人、乙は子l?、

|卜rl司If

Fれ科l' をを'1 '内
l作ト~J位立協品し、 平成l01r~ ~ nに，J.'Jfl'を終fした。

内部第 2 地|メは、1'./点 81ドj立か ら ，J~J内か行われており 、 、Ji.J点 1 1 1ド!止まで !J ~恐がれわれる fí.i!である。

また、平成10"1:3 ) J ぶまでに，m1tを'.M1Jlliしたj由)，'.Uit以ドのみの通りである。

{、I'-JJX;8 'rドiQ)

，J，'J i句 1><:-f， fJ.IJ 十11: JOJ fIIJ H主 ft ~1Il ~ 

一 トr ーー 一

ilt印刷{，U'I:I i火 199611". 7 ) j -19961ド7) J '1，，11. 今1"1叩~Ii (3市l節)

'IiI' J1J 11川HI次 1 9961r 9 ) J -1996{1: 12月 ~1\/ 1二 似粉

~，t;~.川 Jヒ民IH l ìX 1996年12)J-19961ド12)J 弥生 ・IIJ1"' 

'，lii' JI J 111]]行2次 199711:12)J-1997"1: 3)J 弥生

常川Jじ長1112次 19971，1:1 )J-19971ド5)J 弥11:・tI"1ト

/ 
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十fi'h見9"T-，J.立》

，J.'J f't 1>( 7， ，J，'J ft JUl 111] 11年 イに ~III ~' 

一ートー

rlq;~~ヒイi伏 1997{1~ 7 月 -19971~ミ 9)J 弥生後期 今nJI報~'i (:1 I'~i' ~節)

iI'I;~町l ヶ町 1 997{1~ 9 )J-1997{j:10)] 弥'L後JVJ
i Itb1JlyH~VE 2次 1 9971 1 ~ 10) J -199711・'，10)J 弥'I:，-，I，.I-[t 今[1可制竹 (3 i;'i' 2節)

r Il);川WIl1lJ;t 1997t，'I ~ 1 0) J -1997{ド11)J 崎、/ト~山地 今川柑~'i (3ゲ3卸1)

'lii' J日制l古IJ 1997WlO) j -1997{1: I()JJ 

'，l;i'IIJ!llf々ド 1997年10)J-199711'，10)J 

，よ;野添 1997年10)j-1997WllJJ 制火-近1"，

，J.;p刊F々 1997"1":11)j-1997{ド12)J 制文'，'，JUj

，ムI'IIJI11 1997+ド11)j -1998" 1， 3 ) J 制文"リUJ

ムl.ihJ，:11次 1997"fl1) J -19971[:12) J 崎、'1二~近1"

ム卜il!J，oI1 e欠 I 997{1:12J j -1997{ド12)j 近11ト

'I:;~' J IJ出Y'l' I 997{1:: 12J J -199711:12) j 

ム Uhllrll・2次 199B"I: I ) J -199B"!' 2 ) J ';1Ji'ト，_近111'

j己刈ドnry虫 199811:'1 )j-19981ドI) j '1
'
111;叫断)

ふド払Ilril' 2次 1998{f 1 J1-I 99811・2) j 近IIt

j己};~lìíilU 19981ド3J1 -19981， 1 .， ~)j '1 l[lk 

J ct}:~見{仏I}，d 1 998'Qて3JJ -1998"-1': 3)J が11文~近11ト
心1)4111 1998"1: 3 ) 1-1 998"十~3 ) J 制文 ..ili 1"; 

2 ，J.'J1作体(liiJ

?今年l立の，J，'J1+時1I織の{本(I~J は以ドのjJl1りである。

十|ι!戊8"I-，IJO 

IJ!J 11: 1= f1: 筑後dj教門.蚕μ会

教Trl~ 掛川 J占と

教fmu~ r It制 Jよ!義
fl・会教1'1ぷ民 山11 治虫15

ト|会教1't係長 ふ村正1m

永}↓秀~~i 小林 ~作 111 r 11 間IJ 業川同IJ(I~，正)

訓ttfili以j 虫f川沖[-

，m作1'1業 地)1..1[よ

盤.flJl刊x 、!と起訴 あけみ (紗JlIlMi助U) f[雌伶 f 型fH1]11 i，~ ( 
.U~助敦子 決まど再:

IJ，~1t ・ 略.fItl作業協}J H的 l'l:r.り 拠村ム郎 ぷJ1 陣。#F



十|ι1&9 {1:Jjり

品代l:f-f¥ 乳後dJ教1守委L.1会

教行iえ 掛川 J，~と

教行部長 jjt閉山義

社会教行課長 1111.1 js:郎

fl会教行係Lと 旧"1 t， j¥iJl1 
永}よ秀徳 小林凶作 山11-1 附リ 1'，村民 1:

(、ドl点9jl~ 6) J-) 

制lit 柴川 問11 l村史上 (、|え成9年5)J) ¥11 i j.'~ニ (luJ8 ) J......) 

川f令d/l~柴 地Jじむよ;

~JlMイ介業 、I.L塚あけみ(瞥.flH補助[1) n雌玲f !l!fmJII 附f
l見込J以f 決 まど荷;

;J，~:(t .鴨Pll作業協)J n的1'1r，'i 拠村ム自IS AミJf |塩崎、

十I'-I&JO年度〉

，WJfi 1:体 筑後けi教1't1i: 11会
執行1{ ホ川11 和J込

教l'n~i~以 FJII 射LlT，'1
ネ|会教打。必lJ! 山口地虫IS

H会教1'1係N: 川'1'W.iIl1 

永~~ j写f.~t 小林司作 旧'11 同'1 上村民卜

IU託 柴川 制リ ¥1，( j ~ど二

，J.'Jft作業 地λ;イi，ι

』骨~.fln.補助n 手足以 あけみ iU. 伶f

格別!作業 野11 111'1件 盟1'111111 ~，!1 (- ，U~助政子 rt~川味見

，j，fJfr:・3笹川作業協ノJ 奥村太郎 ~， 'i 1唆崎、

なお、今1"1制作の.itt跡の，V，IJ台、戦Jlll1'l'業に|制して下記のh・々の御教ノjミ、御指導を脳った。起して謝

，むを点したい。 (11眠不問、敬事J'IIIX) 

新)J;i IE典、小田 和平IJ(制間以教fffr'州筑後教行事務所)、 jト上 村i~ム(川崎以教行蚕Ll会〉、

出山 Jqs継 (制岡市l型脱文化財'センター)、行JF扶J息子(復刻1111教f1蚕u会)、川中 山日
(漸，:'tiIIlJ教行委日会)、山川 A制(大ホITIIlj教行委口会)、大塚 ，dz、治 (八広di教ff~Ll会〉、

I/ftJ1¥1S 桁俊(iJij JJ;t "j教行委品会)、久11:tfu雌 (制!日'di教育委以会〉
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第2章 位置と環境

筑後市は福岡県の州市部、筑後平野の中央部に仰附する。 ~tは久間米rjj ・ 〈瀦JMSニ瀦IOI、東は八女

dï ・ 八女郡広川町、 jlgは瀦i部大木町、南は山I"HM~瀬正:íßlJ ・ 三橋町に隣接する。

筑後rIJの北部には、.Lf納山地より派生した八五Cli:肢か*同点向に走っている。この丘陵を最a頂部と

して、市の中央部から*部には'"(まから低位段百;が広がる。一方、市の尚部には一級河川の矢部川が

阿流し、この堆般により形成された扇状低湿地か広かる。"1の西部は 5m以ドの_.'向州状低湿地で、
クリークが発達している。

作品追跡群はr!jの|村郎、矢部川の形成した低(立段任 1-.に展開する、弥生時代から，1i墳時代を中心と

した綾合遺跡である。問辺には純文時代晩期から弥'1..11年代の追跡である常日l追跡、ノk川追跡が知られ

ている。また近年の，;ffd査により、点側の志地IXには純文11与代早期の遺跡の作批が知!られるようになっ

た。これらは尾島地区を.ir!iり、東側の鶴岡地区へと広がっている。津島地区に隣接する瀬高町本郷作

出地区からは、弥生後期のJ，'d満状追構が発見されている。また矢部川の雨iドにも、弥生から古墳時代

にかけての追跡が存住している。

1 湯島南惨さ主遺鯵 2 ...~笹原ilr. 3 ...北石伏遺跡 4 津島皿ケ町遺跡 5 S!.¥I!!鰯遺跡

6 F.lt&e僚絡遺跡 7 水EIÎ泌g 8 偽&.¥1"事 9 上:ltA遺跡 10 民総j，n事
11 W盤石ドルメン基 12 成日1杉/え遺跡 13 山伏追跡 14 常用遺跡 15 1常問口闘行遺跡

16 "常用Jt長図遺跡 11 キ嫁iI&f 18 .山遺跡 19 重量沼市/縁Jla 20 鈎悶際添遺跡

21 UIHIIIls遺跡 22 arn術協遺跡 23 :卸¥Ix(s沼紛 24 志野添1Ii事 25 ふi鍋.tt追跡l(欠

26 忘束縛at遺跡 27 ，!;、トM.汁111事11欠 28 .1ぷndU.lIJ事2次 29 常用野中遺跡 30 1君悶野中11跡

31 芯西野々 .iI跡 32 ぶrliJI1I1I跡 33 fζu干臨T~遺跡 34 庭blJ京総H途切: 35 J'6則前日1遺跡

36 常ffI樹曾l遺跡 :17 ?1.HU'f々 ド遺跡 38 常IIIニ・守パ11跡 26 志上純計遺跡21X

Fig. 2 津島遺跡周辺の遺跡分布図 (1/25，000)
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今回実施した調査は闘場整備事業に伴い掘削される地点のみを行った。すべてが水路による削平部

分である。調子空範囲は狭いものとなり、遺跡の全体像をとらえるには歪らなかった。南側生地区から

はl次調査で中|世と思われる溝が、2次調査とこれの東に隣接する笹原地区からは、占墳時代初期の

廃棄土墳が検出された。 一方、南に位置する北五伏地区からは弥生時代後期の周溝状遺構等が検出さ

れた。

Fig.3 周辺地形図(1 /2，500) 

注常用遺跡、蕊11肱鶴田遺跡については近年の発鎚成果である。攻夜襲混作業中の昔紛もあり、被告書は近年中に刊行の予定てある。
調書潟町本郷作街地区については灘高町教育委員会問中腹f吉氏の御教示による。

〈重S考文献〉

筑後市史編さん委員会話11 r筑後rt'i史j 1997 
を岩崎 光 rJl山遺跡』 筑後m文化財報告f} 1966 
小田 富士雄 『瓜嫁迎跡』 筑後市文化財調査報告脅 1970

筑後市教育奈良会編 『悔ぬ遺跡J 筑後市文化財閥杏報告l!f 1992 

筑後fIi数字T委員会編 r筑後東部地区iI跡llfI j 筑後市文化財調資報告l!I' mll!l:! 1994 
筑後市教務委員会編 「筑後京総地区遺跡君事UJ 筑後m文化財調公報告轡第12m 1995 
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津島南例生遺跡第 l次調査



第 1節 津島南悌生遺跡 第 1次調査

調査概要 、，J
円
、

u
伊
hp・
，，、、

叶ìrl跡はtllA167m{也の低位段|千 l ' に附ìi"，'し、，JtJ 1f ，ìíJ は米ゃ~などの 11<111としてr，引IJされていた。
このj出IX:の先制品併は、 ト.として1:'れによって~R，ll~'J ・ 削、vの此ぶ純UI~で、 !耐，.~，刈内によって追跡のι

(1 か必められた部分について~施することになった。

lIt);~市付Il/ 1 ;，.ì!l跡~n 次調作は、、VI!比 8fドl見に筑後内部第 2 J由民以?別I[l、rffIJ~()占撒整制!i'Ftfに係る

か~22り排11<路の ['HIこイ、ドい、筑後dJ教fj~L~会が，l~ ，jíjに潟地したものである。 '\ìrt跡の凋ftは、I~成 8

{ I~ 7 J Jに実施し、対象山町iは85rrfである。，刈代はl治め、，f(機によってirl梢luiを揃;説、した。その*ti!+!、

t-<lfIiから淡J以茶色 1:(ぷ卜)、淡J匹以色ホlif.i1: (8 ~ Jf'i)を除去(約0.70m)サると.in柿I(IIである乳

!火拡lf0.*，I，1，'が割れ、 *IJljに妊びる桝 l条を検111した。

2 .検出遺構
S D I (Pig，4・5) 

u!.l'4hl:，j に延びる柑を約20.00m検 111 した。 耐の内側はやや市ノ~III)に蛇行し、 .lJldt'.l1<1mに切られて

いるものであ勺た。梢の制は1.20m -1.90 m、深さは0.25m -0.29 mをiJlllる。 h¥'.の1itf!'ll'は1'.Jr'iから

淡糸!ポ色料i11L.淡*1.火色名I ，'L'~ 1 (手Ll1dUf!!.ブロックと砂村が多く制作する)であコた。 1'1I.i!t物は

仲世l~ であコた。

3 .小結

，J，'~ ();によって{縦必されたi世情lよ榊 i条で、111"，ill物は仲無であったため、lI!rJUJについては不明であ

るが、(J'(I:，&，J，'~内実施n与に1.!l{引けから削以:%系 lei-舷l凶(摘11 1 ・ 森 fl l純計 1: 1 5 h)の般nを認めた。
今後の川辺凋慌が待たれる鮎民となった。

主込 聖書土

(泌康茶色土)

包含膚

(波藁灰色結貧土)

池山

('l灰褐色粘土)

1)減努灰色給慣士

(2)淡茶灰色粕..:t.(fl&褐色ブロッ?と鯵粗が多〈混合する)

Fig.4 )1;)ドl二!併偵式問
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津島南側生遺跡第2次調査
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第 2節 津島南悌生遺跡 第 2次調査

調査概要 (Fig.6・7)
2次調査区は、 l次調査区の東側約7mに{注目する。第22号支線排水路及び揚水ポンプ場の建設に

伴い、調査が行われた。調査灰は東西に68mを測り、調査対象而積は500niである。

調作区の地山は-*と西で大きく異なっている。西側は員制色のロームであり、時期不明の追構が扱11

り込まれている。ローム土は途中、 S-Tグリット部分で旧水路である傑床となるが、 Nグリットま

で続く。 N-Eクリットまでは石灰色粘土が地山となり、多くの遺構がこの聞に掛り込まれている。

Eグリットより*側は再び黄梢色ローム仁の地山で、調査院の外側で谷地形となり繕ち込み始める。

遺構の多くが軟質な粘土法盤にあり、検出も脊易でなかったことから調査は困難をきわめた。

調古期間は1997年10月311から10月30日までであり、ポンプ場の工期の関係から両側の調査を優先

した。また、調査は海島南世話{遺跡と平行して行なわれたため、十分な成果を得ることが出来なかっ

た。 i立構としては雌葉土壌43、惜し不明1-.繊多数を検11¥した。

2 西側部分の調査 CFjg. 6) 
部作上、旧水路である蝶床より西を西側凋査区と呼ぶ。調布区の地山は黄褐色のローム上で、シミ

状に.ifl構が待必する。調査の結果、溝、不定形 t境、ピット併を検出した。西側調filX:は作業終 f後

業.fiへ引き渡した。，)I渡日は10Jj21日である。

S D 1 0 3 (Fig. 6 ) 

調子町区を北点から南西へと占る携である。今回の調査では、幅50cm、長さ 4m、深さ10-20cmを検

出した。埋上は叩l褐色土の単一 上層で、地山上へと漸移的に変化する。構からは、玄武岩が数個tl:l上

したのみで、時期決定に至るような遺物の111上はなかった。

S X 1 0 6 CFig. 8 ) 

J，J査区主軸西端で検出された不定形

上横で長さ2.8m、幅1.1m、深さ燥大

40cm、主軸の傾きはN-760-Wを測る。

t壇上は褐色土の叩一上層で、地山上へ L 

と漸移的に変化する。この上墳からも

辿物の出土はなし、。!凪倒木瓜のnJ能性

。

一

も残る土壌である。 6.7m

Fig. 8 S X 1 0 6 (S = 1/40) 

23 
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3 東側部分の調査 (Fig. 7) 

旧水路の磯床より東側を東側調査区とする。東側調査区は石灰色粘土が地山を形成する。 Nグリッ

トより東に広がるローム土を照り込めば十数センチで粘土層となる。粘土は途中露出し、Eグリット

まで広がる。このN-Eグリットがもっとも遺構の街度が濃い部分である。調査は西側の土墳から行つ

fこ。

廃棄土駿

S K 0 0 2 CFig. 9 ) 

M2グリットから検出された、惰円形の土域である。東側部分では晶も西に位置する追構である。

法量は長軸O.96m、短軸O.74m、深さO.5m。主軸の傾きはN-UO-Eを測る。断面は床面に向かい緩

やかに広がる袋状となる。床面には中央部に一段低い帰り込みを有していたが、図面作成の不手際か

ら図示しえなかった。土!脅から自然に埋没したと考えられる。造物は古式上師器の小般片を数点出土

したが、納片のため図化しえなかった。

S K 0 0 4 (Fig. 9 ) 

K2グ1)ットから検出された、ほぼ縮円形の土墳で、西にSK006、東にSK029、南にSK

027が位置する。法抵は長制11.4m、短軸1.02m、深さO.34m。主軸の傾きはN-370-Wを測る。地

物は古式土師器の小破片を出上したが、細}干のため図化しえなかった。

L 

SK002 土層注~è

1 B.月白灰色枯土溺 分脳函に炭化物~術。

2a {q色給土酒 炭化物を少盛会む。

21; 6宮灰色給土偏 炭化物を少盛会む。

3 灰色粘土I副 編物遺体出土。

_1  

6.5m 

さ一三.Om

←斗λ手会主
二L-て三三160m

SK006 上磁法~è

i 灰色粘i.Ji!
2 U音灰色粘土脳 マンガシ粧を少級会む。

3 W.色枯上l舗 マンガンf立を少Jlt含む。

4 H.月灰色鮎土 I也UJ?

Fig.9 S K 0 0 2・004・o0 6 (S = 1 /40) 
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CFig. 9) 

K2、K3グリットから検出された、桁円形の上墳である。西側はSK 0 1 2と接し、東にSKO

o 4、南にSK 0 1 4が位置する。法量はj乏制Il.03m、短軸O.88m、深さO.36m。主軸の傾きはN-800

・Wを測る。断l耐は床面に緩やかに広がる袋状となる。 i古物は占式上自i[i棋の小破片を山ょした。制1)1-

でかつ磨滅が激しく、図化しうる物ではなかった。

S K 0 0 6 

CPig.lO) 

L2グリットから検出された桁円形の上横で、西側にSK 0 1 1、京側にSK 0 1 2が位置する。

法1，1は長軸1.03m、短軸O.88m、深さO.36m。 主軸の傾きはN-800_Eを訓同。
造物は上師器と木杭片を山上した。上器は弥生後期から占墳時代初頭にかけてのものである CFig.

11)0 1 は土削i認の裂で、口鋭部端の立ち 1-_がり は認め られず、粘上をtj長りつけた段があり、 n縁~:M

に1条の沈線が£る。内外l屈ともにハケ日を行う。外面はススの付者が顕符である。 2は上師器の鈍

の胸部で、タタキの後ハケ目を施している。またススの付将が顕著である。内面はへラケズリを行う。

3 は I~師器の製のn縁部で、 11縁端部のつまみ上げが明瞭に現れている。 4 は土師器のJì1部で、外凶i

はタタキの後ハケ 1 1 を施 し 、 火を受けた痕跡が見られる。内l面はケズりが見られる。 5 は弥生土~の

製の底部で、凋盤は畿内の第V掠式に似ている。外面はタタキが施され、内面は指任後ナデが施され、

炭化物が付着している。

S K 0 0 7 

1m 。

、〉
SK009 

」

SKOO7 

ノ/ 〆
〆 ノ

〆〆
〆.，.

~ 〆
[..〆

面画ー一一一

6.4m 

5.6m 

，
/
一

一
一
一

6.6m 

泌物被多く M.人、鉄分のは;む多l'o

5走分のr..tc'，少目、ラミナii;1U繍?

鉄分のr.t窃少m。
2f曜の4占iが交互にJj[倒。

上\t6~;11i1l。

5 K 009士層面主主Ze

/.{t ~J-:色絵J.属

øm人色約r.~:!i

R天色給土樋

SIJ灰色 ・!瓜色仏tdl合婦

all灰色給士絹

-
l

リ

6

u

d

a

q

p

お

(S =1/40) S K 0 0 7・009
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Fig.ll SKO 0 7・o0 9 UI土遺物 (S=1/3)

木製品はいずれも木杭である (Fig.30)o 2 は~イメでイ6cmを 1JIIJ'る。風化のfI:}jからみて、企j-1s樹と

辺、われる。 lは且U-f.で63cmを測る。先端はメj物により 3}JI;J]から1m取りが行われている。

S K 0 0 9 (Fig.IO) 

CI、2、H1、2グリットから北側のー郎が検山された。 北側でSK018と切り合い、点側に

SK035、両側にSK032が位Inする。 r_t凶は艮申dJ2.22m、知事rh1.78m、深さ0.62m。 主制|は
N -500 ・Wを測る。本来はl台北ノ~ï:J]1こ 1::車rhを持つ桁円形の|こ臓であると忠われる。上回は、 21刊はラ
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SK012 

L 」 @:)j 
6.8m 6.6m 

6.5m 

5.8m 

6.8m 66m 6.5m 

ア弓T，m
G.Om 

o 1m 

日K1) 1 1 1:制r!ii己 S K 0 ! 2 1:附;!r.己 ~ K 0 1 3 I.~~il~t! 

1 "Wil!lW 1:1同 ttl:~J ;': 1~屯・少rll~~むの I "~ト人!!!.I\I，1:膚 う}k~IIJII~ hl'l吻1111.1-111.1由。 1 I長t!!1山1:1凶

2 I.Ul!lUi 1:114 マン均ン?，)-~< ~む. 2 '.U色f占u凶 2 U冊以(!!?，!jI:M -~ン H ン日必 ~I置~む.

:1 I府吹色村， 1:1i1 マシカノlH 微，'*合む aLl D日以l!l*古1:閥 3 以c!!.. O1lf五位判。l:ile{~凶

~b 灰色r，li"l .1íG 4 .'.¥¥色村，1:網

ドig.12 S K 0 1 1・012・o1 3 ( S = 1 /10) 

ミナ状の月Imlで、一時的に/}<，こちtかっていたことが判る。その他はIIr~J~色帖 1:が柑;献している。

111 1二地物は弥生終末から IJI邸時代初凶の卜日IIi~Nで白 1: に 5 JI"';からIlしLしている (Fig.1l)o6はrLj式

l二師慌の~の 11紛で、外I(nはタタキが施されており、ススの付行が?iしし、。 内凶jはケズリ、 11縁部は

ナデが行われ、 n総端部のなちしがりも明l蹴である。 7 は蛍のJ&t~lsで、.ì1'!{f1~iS分のよ叫が水、|止に切れ

ていることから、 鉢として転川していた口J能性がある。外IfiIはハケ11の後ミガキが施されており、部

分的にススの付イ'7が凶られる。内I(fiはケズリを施している。 8，立製のJJ.S:niSで、外I而はタタキ後ハケrj 

を施し、ススの十J，(Jが首:しL、。内rfliはJ-.半部lこハケ11、f'1'-部にケズリを施している。 9は蝉のl良部

である。外的iはハケ11、内面Iはケズリを行う。これも外面のススの付J'7か庁しい。

S K 0 1 1 (Fig .12) 

M 2 グ リ ッ トか ら検山された、|判メL)j~のヒ峨である。 l判側に S K 0 0 2、*側にSK 0 0 7 tJ<{I'[ 

mする。法btはjえ軸l.lm 、 ~*llJO.9 m、深さ 0.54mo 1:物11の傾きはN-40o・Wを訓IJる。I-.Jr.'rはJ..I内の瓜
包粘上肘と F附の灰色粘土1，"'，に大別され、 ドlけから泊物を山 1:した。

泊物は同市総と木抗があ る (Fig. l ~ - 1、Pig.30)o1:印li端は型のIJ総で、rl総端部のなち 1:がり

27 



SK014 
← 
〆ヅ~ミL金

11 、て¥
L_ i ¥x，， )/ _j L 

は弱く 、外面はタタキ、内面はケズリを施す。

外面はススの付着が著しい。

」 木片-C 3 )は木抗の事Ih部で、14.2cmを測る。

Fig.14 5 K 0 1 1・013・014・o1 6出土遺物 (5=1/3)

SK016 

6.6m 6.7m 

手二号m z与

つ六五E
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l 灰色給土届

2"， 時灰色給土足首
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Fig.13 

S K 0 1 2 CFig.12) 

L2、L3グリットから南側の一部が検出

された。東側でSK006、南側でSKOO

?と切り会い、 SP008、SP025が上か

ら掘り込まれている。法1止は長軸1.62m、短

軸O.96m、深さO.49m。主軸の傾きはN-250 

-Eを測る。平面プランは細長い半崎円形と

なる。埋土は上層が黒色粘土層、下層が灰色

粘上層となる。遺物は古式土師器の組!片を山

土したが、区i化するには至らなかった。

S K 0 1 3 CFig. 1 2) 

H2グリットから検出された。東側でSK

034と切り会い、南側にSK020、西側

にはSK 0 2 1が位置する。法震は長制11.47

m、短軸1.2m、深さO.38m。主義hはN-16。

-wを測る。平面プランはほぼ円形で、床面
の中央に「くJの字形の浅い掘込みがある。

埋土状況は他の追構と同様に暗灰色粘土居の

下に黒色粘土の堆積が見られる。

2 

、、
‘1 
4 。 ゆ叩1
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出土遺物は土師器の裂がある (Fig.14-

2)。外商は磨滅が激しいがタタキを施し

ススの付着が著しl、。内面はへラ

ケズリの後ナデを施す。口縁部は端部成形

のための指押さえ痕が外面に残る。

ており、

1m 

6.7m 

ヨ ノ o

。

L 

S K 0 1 4 (Fig.13) 

K2グリットから検出された。 SK04

3内に掘り込まれており、北側にSKOO

6、南側にSK 0 2 6、東側にSK004、

027が位置.する。隅丸方形のプランを持

ち、法麗は長制10.84m、短軸0.72m、深さ

0.42m。主軸はN-410-Wを棋1)る。土屈は、

他の遺構と同様の堆積状況を示す。

1J:l土造物は土削i器の裂がある CFig.14-

3)。在地系の特色が強〈 、外閣はタタキ

を施し、ススの付着が著しい。内面はナデ

調整と思われる。

S K 0 1 6 (Fig.13) 

E2グリッ卜から検出された。北側にS

ー--ーーー「 ，ー-_←
.....__私、 1 ー/".'，>8'. _~r一一一一一

一- 5寸 3 "-ιー~一戸川~~三之竺~ 4 ..... イー
一一一一_J-τユ♂ー--=--ーιーーー_5 -ーコユ--- --- ~ーー一一一

一一一一一 ~ーーー_ 6 }一一一一
一一一一一一 一ーーー一一一--.... ~ー\、一一/ー一- 6・Om

一 一一

6.Sm 
K 0 2 4、023。西側にSK017、南

側にSK038が位置する。法f誌は長制11.

12m、短軸0.94m、深さ0.48m。主軸は

N-200-Eを測る。平面プランは楕円形で、

床面に一辺30......60cm、深さ14cmの隅丸方形

マンガン性会多〈含む。

鉄分沈着多い、マンガンt立を少量含む。

分局面に銀色給上が集中、マンガン鋭を少t置含む。

分溺lfnに銀色約上が集中、 7 ンガン位を少量含む。

ラミナ状に封t獄。

鉄分を少Il含む。

(S = 1/40) 

S K 0 1 7土緬注記

lll1灰色粘土鍋

瓜灰色粘土趨

明灰色飴土施

灰色絵上側

l精灰色粘仁届

貨灰色給土J廊

a
z
-

A
y
h'

内
‘
u
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戸
れ
uv

の土墳がある。埋土状況は他の追構と同じ

く、上胞の灰色粘土、中層の黒色粘土、下

層の灰色粘土の3層に分届できる。

出土造物は土師器の聾で CFig.14-4 )、

外面はほぼ平行にタタキが施されており、

ススの付着が著しい。内面は磨滅が激しい

が、ナデ調整と思われる。
S K 0 1 7 

S K 0 1 7 (Fig.15) 

F2グリットで検出された大型の土墳で、北側でSK023、036、南側でSK 0 2 2に切られ

る。東側にはSK 0 1 6、西側にはSK 0 1 8が位置する。法震は長軸3.48m、短紬2.64m、傑さ0.80

m。主軸の傾きはN-570-Wを測る。平面プランは楕円形であり、床面のほぼ中央部に一片約60cm、

深さ10叩の方形の小土壊、南端に直径約60cm、深さ10cmの円形の小土壊が検出された。埋土状況は他

Fig.15 

5 }留にはラミナ状堆積がみられる。
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の逃構と同様な状態だが、
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Fig.l6 S K 0 1 7出土遺物 (8=1/3)

11¥上地物は弥生終末から占境H寺代初蛸の土師端であり CFig.16)、型 (1~ 8、10、11)と小型Irt':{

(9)が見られる。 lはほぼ完形であり、外面にタタキの後ハケ日を胞し、押しいススのや1・17が見ら

れる。内而は胴部をケズリ、 LI縁部にハケト|を施しており、炭化物の付近が見受けられる。 2は外聞

の1:半はタタキ、 ド、I~をハ ケrI、内面はケズリを施してある。 外而へのススの付将が持しい。 3 は在
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地系の特色が強く、内外市iにハケ11を施

す。 u部内I市には指押さえ出が凡られ、
外LUiへのススの付訂が若しい。 4は外而i

にタタキを施しであり、一部にハケ目が

見られる。外的iにススのHtfiO吋よられる。

内l打iはハケ11凋幣が施されている。5は

外!日をナデ、内[佃ーにはケズリを施してお

り、外而へのススの付，j'j'が押しい。仙の

U!:5よりも少し時代のドるものと思われ

る。 6は情械の激しい小破片である。内

外出iともナデi淵戦が施されており、外耐

はススが非しくイJJ7している。7-8は

11総部の小破片であるが、いずれも11総

端部のなち 1:がりが明!僚なものであり、

山い形式の物と忠われる。10は外1mにタ
タキの後ハケ11、内lfiiにはケズリをflい、

外luiにはスス、内luiには炭化物が付riし

ている。Il はほ部がlよく、山い級制|をぶ

している。 外I而はハケ11，州戦でススの{、j'

，nが#しし、。内I(II'まケズリを行い、炭化
物の(、t/i'がよよられる。 9は打開iからIJI副首i

にかけての破)J1 •である。 外!而はハケ 11 、

内rfJiはケズリを行う。ススの付ffは外I(日

に部分的にはられる。

S K () 1 8 ( ~-' ig. 17) 

G2グリットから検111された火刑のl括

提仁臓で、1*1側をSK 0 0 9に切られ、

以側にSK017、022、IJEj側にSK

o 3 ~が{出町する。 rl: IJIは民~lb2 ，60m、

‘-、

、-

SKOl81 幅増11sl! 

i 肌色村iU'1

2 灰色村iL肘
:l 'Wk(色村i l.~

4 ，'f快色村， 1、制

Ii UffA火色鮎1.制

7 ン ガ ン1H時Ui\~む。

多色村iJ_プ口ッ ク のIU人~\ 、

う ミナ1民I1L附。

人f古の~色料 1 "1ロ yヲのrle人多い。

6.5m 

。 1m 

Fig，17 SKO 18 (S""'1/40) 

知市Ih2，30m、深さ0，55m。下.耐[1の傾きはN-2O・Wを測る。平田プランは隅丸)j形を世するとJfえられ

る。問i上状訓は上!丙のI府以色本liI:J，"';、Ijl}，'(;の灰色粘 |こ11'1，下J，"IのH行灰色粘 1:/1凶に3分され、4}，日にラ
ミナVU1H立が凡られる。

11I 1二泊物には皆、~I :終点からr'ï地時代初制にかけての 1:端と十~ nlIÎ加があり(f"ig.l8)、創(] .....， 3) 

と世(4 )がある。 lは外面はタタキの後にハケnを施し、押しくススが付J7している。 内而はrl縁
部から Jd3f~のドにかけてハケ f.i を施し、 それより下)jはケズリを行う。 2 は外出はタタキを行い、

若しいススの付者・が比られる。 内面はハケ円を施し、炭化物の付行が認められる。 3はn縁部の小{破

片で、全体にナデt崎戦が行われ、円縁端部の立ち七がりもし勺かりしている。外I商はススの付行が!t:

L~ 、。 4 は盛の!底部と思われる小破片である。磨滅のj草作いがひどく、時期を決定するまでには宅ら

なか勺た。
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Fig.18 S K 0 1 8出土遺物 (S=1/3)

S K 0 1 9 (Fig.l9) 

し2グリットから検出された、ほぽ楕円形の土墳である。東側にSK020、西側にSK 0 3 1、

北側にSK021、南側にSK039が位置する。法最は長軸1.58m、短軸1.14m、深さO.29mo 主

軸の傾きはN-50
o
-Wを測る。埋土状況は上屈の灰色粘上屈と下層の暗灰色粘土問の層に大別される。

追物は古式土師器の裂の小破片で (Fig.20ー 1)、内外国にハケ目を施しており、仁l縁端部の立ち

上がりがしっかりと残る。また口縁に指圧痕が見られるが、何らかの調整の過程において付けられた

ものかそうではないのかは、はっきりしなし、

S K 0 2 0 (Fig.l9) 

H2、12グリットから検出された。周囲を多くの遺構に閤まれており、北側にSK013、o2 
1、西側をSK 0 1 9、南側にSK032、039が位置する。法量は長軸1.62m、短軸1.00m、深

さO.29m。主軸の傾きはN-61
0
-Wを視IJる。楕円形の平面プランをもち、断面は2段抑りの形状を呈

する。埋土状況は、上層の暗灰色粘土層、下層の灰色粘土層に大別される。

造物は弥生終末から古墳時代初頭にかけての聾がある (Fig.20-2 ---3)0 3は外面はタタキの後

ハケ自を施しており、底部を中心にススの付着が認められる。内面は上半にハケ目、下半にケズリを

行っている。 2は鈍の肩部の小破片である。外国はタタキ、内面はハケ目を行し¥同一個体の小破片

には炭化物の付着が見られる。

S K 0 2 1 (Fig.19) 

1 2グリットから検出された、楕円形の土墳である。東にはSK013、南にはSK019、o2 
0が位置する。法量は長軸1.66m、短軸1.44m、深さO.32m。主軸の傾きはN-240-Wを測る。埋土状

況は、上層より灰色粘土、暗灰色粘土が交互に堆積しているが、3層はラミナ状堆積が見られる。

造物は土日ili器の小破片を出土したが、実測しうる物ではなかった。
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(S=1/40) S K 0 1 9・020・o2 1・022・023Fig.19 

(Fig.19) 

F 2、G2グリットから検出されたほぽ方形の小上繍で、北側のSK017を切り、南側でSKO

3 5に切られている。現存部位での法量は、長軸0.61m、短軸1.01m、深さOA4mを測る。埼土状況

SK022 

は上附より、暗灰色粘ヒ、灰色粘士と堆積していた。

i立物は土師器をIIitした CFig.20-4)。口縁部の小破片であるが、内I~iにハケ M が見られ、 端部

占い様相を示すものである。

33 
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SK 0 1 9・020・022・023出土遺物 (S=1/3)

S K 0 2 3 (Fig.19) 

E3、F3グリッ 卜から検出された、大型の廃棄土駿である。平面プランは崎円形で、法I誌は、長

紬2.96m、短軸2.02m、深さ0.73m。主軸の傾きはN-400・Wを測る。床面他の遺構が平坦、もしくは

一段のみ深くなるのと異なり、起伏の目立つ追構である。埋.土状況は上層より黒灰色粘土層、灰色粘

土層、明灰色粘土層、灰色 ・暗灰色粘土混合層の4腐に分層される。

迫物は4層から出土したが、最は少なく、図化しえたのは弥生時代後期の謹1点のみである (Fig.

20-5)。謹は口縁部を失い、表面の磨滅も激しいが、内外面にハケ目を施されている。器形は底部

Fig.20 

は丸底で、胸部はソロパン玉状に張り出している。

(Fig.21) 

E2、E3グリットから検出された、ほぽ円形の土壌である。法霊は直径1.64m、深さO.86m、主

制lの傾きはN-800・Wを測る。床面は段状の部分も見られるが、揺り鉢状に落ち込み、最も深い部分

でフラットになる。埋土状況は上層から灰色粘土問、黒色粘土層、暗灰色粘土層と堆積してゆく。

遺物には土師器と木杭破片がある (Fig . 22、一 1 ~3 、 Fig.30)o 1は聾の口縁で、端部の立ち上が
りもしっかりしており、内面にノ、ヶ目を施している。 2は裂の肩部から胴部にかけての小破片である

が、外面はタタキを行い、内面はハケ自を施している。 3は外商タタキの後ハケ自を施し、部分的に

ススの付着が見られる。内面は上方をハケ目、下方はケズリを行っている。これらはいずれも古い織

SK024 

相を有しているものである。

木杭 (Fig.30-4 )は現存最は約22佃を損IJる。虫食いなどの痛みが激しく、先端部は失われている

が、反対側は工具を用いて平坦面を作りだしている。
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Fig.22 S K 0 2 4・026出土遺物 (S=1/3)
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S K 0 2 6 (Fig.2l) 

K2グリットから北半分を検出された土壌である。本来は摘円形の土壊であろう。 北側にSK04

3、東側にSK027が位置する。調査区範間内での法母は長制f2.20m、短軸O.88m、深さ0.46m。

主軸の傾きはN-890・Wを測る。

造物は土師器の護を出七した CF'ig.22-4 ~ 7 )0 4は在地系の特色を有す墾の口縁部で、端部に

刻み目を有する。胸部外国はタタキの後ハケ目、内面はケズリを施す。 5も在地系の懇で、外面はタ

タキ、内面はハケ自を施す。 6は外面にススが厚く付着している。外面はタタキ、内面は工具による

ナデが施されている。 7は外面はタタキの後ハケ日、ススの付着が著しい。内面は岡部はケズリ、口

縁部はハケ目を施している。

S K 0 2 7 (Fig.21) 

K2グ1)ットから検出した、隅丸方形の上墳である。北側にSK004、西側にSK026、東側

にSK 0 4 0が位置する。法最は長軸l.OOm、短軸O.90m、深さ0.44m。二日自の傾きはN-490 -Eを測
る。この追構から造物は得られなかった。

SK028 

(029) 

SK031 

」

6.4m 

f-fヱヱー

SK029 

jh」
、 I(030) 

(028) i -_ --L.._ 
I (044) ¥ 

6.0m 

rつ-
5.6m 

」

6.0m 

亡エ
。

Fig.23 S K 0 2 8・029・030・031・o3 2 (S = 1/40) 
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S K 0 2 8 (Fig.23) 

j 2グリットから検出された、楕円形の土墳である。北側半分をSK029、044に切られ、南

側にSK041、西側にSK 0 0 4が位霞する。法量は現存部分で長軸1.02m、短軸O.72m、深さ0.44

m。主軸の傾きはN-190-Wを測る。

遺物は弥生終末から古墳初期にかけての土器の細片が数点出土したが、いずれも図化するには至ら

なかった。

S K 0 2 9 (Fig.23) 

j 2グリットから検出された、円形の土域で、南側のSK028、北側のSK030を切り、 SK

o 4 4に東側を切られている。西側にはSK004が位置する。法量は現存部分で長軸O.77m、短軸
O.70m、深さ0.46m。主軸の傾きはN-870-Wを拠出。

i自物は弥生時代後期から古:憤時代初頭にかけての土器、土師器を出土した (Fig.24-1)0 1は弥生時

代後期の護の口縁部で、日縁端部の平面に刻み目を有している。調整は内外面共にナデの後ハケ目を

施している。他の造物については大半が細片であり、図化しうる物ではなかった。

S K 0 3 0 (Fig.23) 

J 3グリットから検出された土域である。北側の調査区境界に位置し、南側でSK029、044

に切られている。本来は楕円形の上墳であろう。現状での法畳は長軸1.63m、短軸O.70m、深さは0.48

m。主軸の傾きはN-820-Eを測る。

遺物は古墳時代初期の土師器片があるが、細片であり、図化するには歪らなかった。

S K 0 3 1 (Fig.23) 

1 2， J 2グリットから検出された婿円形の土墳である。東側にSK0 1 9、西側にSK 0 4 1が

位置し、北側と南側は小土臓に切られてしゅ。現存部位から復元される法誌は、長軸1.90m、短制1

1.14m、深さO.28m。主軸はほぼ真北をとる。

造物は古墳時代初期の土師器片で (Fig.24-2)、2は裂の口縁部である。焼成は悪く 、勝滅も激しい

ため調整は不明である。端部の立ち上がりは見られないことから、他の遺構の出土迫物よりは時代の

下るものと考えられる。

「 一〆
川

¥4rF〈-7ク

て

で寸i融三雲:-p

。 ゆ畑

Fig.24 S K 0 2 9・o3 1・032出土遺物 (S=1/3)
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S K 0 3 2 CPig.23) 

H 1. H 2グリットから検出された土墳である。北側はSK 0 2 0や小土墳群の捌り込みにより遺

構のラインを検出しえなかったが、本来は精円形の土境であろう。東側にはSK009、西側にはS

K 0 3 9が位置し、市・側は調査区境界により切られる。法皇は現存部位からの推定復元で、長軸2.00

m、短朝11.06m、探さ0.30m。主軸の傾きはN-230_Eを測る。床面.には西側に15cm程の掘り込みが見

られる。

遺物は弥生終末から古墳時代初期の土師器の裂がある CFig.24-3・4)0 3は内外出共にハケ自が施され

ており、口縁端部の立ち上がりも明瞭である。 4は胴部外I面にタタキ後ハケ回を施しており、内面は

ナデが行われている。また部分的ではあるが口縁内部にハケ目が見られ、端部の立ち上がりもしっか

りしたものである。

S K 0 3 4 CFig.25) 

H2グリットから検出された土墳で、北側を調査区境界により切られている。東側にSK018、

西側にSK 0 1 3が位置する。現状での法島は長軸1.68m、端組ll.lOm、深さ0.32m。主軸の傾きは

SK034 

SK036 

1 
¥ 
¥ 
¥ 、

6.5m 

(017) 

」

6.7m 

6.0m 

一

。

SK037 

三 j」

Fig.25 S K 0 3 4・035・036・o3 7 ( S = 1 /40) 
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¥J -860-Wを損IJる。

遺物は弥生終末から山泊11年代初期にかけての l:sljJ{，誌をIH土したが、制l片ーであり、{火l化するには至ら

なかった。

S K 0 3 5 (Fig.25) 

FL， F2， Gl， G2グリットから検出された、桁fTJ形の上横である。北側のSK022、東側

のSK 0 4 2を切り、尚両端は調査区境界に切られている。両側にはSK009が{りせする。法母{ま

1<fl由2.41m、短軸1.70m、深さO.58m。主軸の傾きはN-810-Wを胡IJる。体而は他のln構と異なり、床

I(liが段状になっている。

造物は弥生終末から Ilj墳時代初期にかけての!.r.1!i掠を/J¥l:した (Fig.26)1は惣で、外面はタタキ

の後ハケ日を施している。部分的にススの付将が認められる。内而は |二)jがノ、ヶ11、 ド方がケズリを

f j'う。 r1縁端部の立ちしがりも明瞭である。 2は到の11縁部で、外面はハケ川、内l而はナデ調整が砲

されている。口総端部の¥Iち七がりが不明瞭であり、他の迫物と比べ時代のトるものであろう。 3は

知顕告の肩部で、外耐にハケLI、内面にはケズリの後横ナデを施す。外出へのススの付者が顕著であ

る。 4は聾の底部で、外iIJjはタタキの後ハケ11、内i(riはケズリを施す。外面へのススの付若が顕著で

ある。 5は裂の底部で、外luiはハケ口、内面は底部に指押きえ痕が顕著に妓り、 !こ)jはケズリを施し

ている。 3と同様、他の.irt物より時代の下るものと巧えられる。

S K 0 3 6 (Fig.25) 

F3グリットから検11¥された上横で、東側半分を検111した。 SK023の点側に位向し、南側をS

K 0 1 7に切られている。現状での法措は、長軸1.70m、短軸1.10m、深さO.62m。主軸の傾きは

N-40-Eを測る。球uiiは.段持ilりになっている。

lrt物は古式土師器の小破片をH¥上したが、凶化しうる物ではなかった。

、、

， 
.-' ， 

、、

o 10倒

yτ豆ヨ~.- ~' ~ 
、、

Fig.26 S K 0 3 5出土遺物 (S=1/3)
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S K 0 3 7 CFig.25) 

E3グリットのコーナーから部分的に検出された七墳である。西側にSK023、南側にSK02

4が位置する。現状で・の法盤は長剥11.00m、短事IbO.62m、深さ0.63m。主軸は兵Jtを測る。
追物は古式士，師器の小破片を出土したが、図化しうる物ではなかった。

S K 0 3 8 CFig.27) 

El、F1グリットから検出された大型土墳である。南側を調査区境界に切られており、北側にS

SK038 
，ろ〆

~I' 
メJ

(042) // 

り/

乱

SK039 

lよ¥ 」

」

¥ 

6.6m 6.5m 

4エ二~m
。 2m 

Fig.27 S K 0 3 8・o3 9 (5 = 1/40) 

4 

。 10棚

Fig.28 S K 0 3 8・039出土遺物 (5=1/3)
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K 0 1 6が位置し、西側のSK 0 4 2を切っている。本来は楕円形の土巌と考えられる。現状での法

監は長調1J3.20m、短軸1.35m、深さO.34m。主軸の傾きはN-880-Eを測る。床面は他の遺構とは異な

り、かなりの凹凸が見られる。

造物は弥生終末から古墳時代初期にかけての土師器を出土した (Fig.28-1 . 2) 1は在地系の特色が強い

鐙で、内外面共にハケ目を施し、内面の屈曲部には指圧痕が見られる。外面のススの付着は著しい。

2は裂の底部である。外商はハケ目、内面はケズ 1);を施している。底の平坦面が大きく、功社ゴニ器の

様相を強く残す。外耐にはスス、内面には炭化物の付着が多く見られる。

S K 0 3 9 CF'ig.27) 

1 1グリットから検出された:段痢りの上;境で，北側にSK019、東側にSK032が位置し、

南側は調査区境界に切られている。現状での法量は、長軸O.96m、短軸O.74m、深さO.34m。主軸の

傾きはN-34。ーEを損.11る。

迫物には弥生終末から古墳時代初頭の古式上師器がある (Fig.28-3・4)03は聾の口縁部で、内面はハ

ケ同を地し、胴部にはケズリの痕跡がわずかながら認められる。 4は懇で、外国はタタキの後ハケ目

を胞し、ススの付着が幸子しい。内面は上方がハケ目、下方がケズりを施す。肩部付近に粘土の接合に

よる段が認められる。口縁端部の立ち上がりは明瞭である。

S K 0 4 0 CFig.29) 

J 1、J2グリットから検出された円形の土墳で、東側のSK041を切る。西側にはSK 0 2 7 

が位置する。法置は長軸O.70m、短軸O.66m、深さO.30m。主軸の傾きはN-870-Wを測る。

遺物には弥生終末から古墳時代初頭の上師器が出土したが、実測しうるものではなかった

S K 0 4 1 (Fig.29) 

J 1、J2グリットから検出された楠円形の土墳で、西側のSK 0 4 0に切られ、南側は調査区外

へと延びている。東側にはSK031が位置する。現状での法量は、長軸1.30m、短IMIO.90m、深さ

O.28m。主制11の傾きはN-870-Wを測る。床面には深さ数10cmの小土墳が検出窓れた。

追物は弥生終末から古墳時代初頭にかけての土師器が出土した。胴部の小破片で、タタキが認めら

れるが、実測しうるものではなかった。

S K 0 4 2 (Fig.29) 

F 1、F2グリットから検出された土域で、東側はSK038、西側はSK035、北側はSKO

1 7に切られており、本来は楕円形の平面プランを持つものと考えられる。現状から復元される法;庇

は長紬].54m、短軸1.14m、深さO.33m、主軸の傾きはN-550-Eを測る。

この遺構からは遺物は検出されなかった。

S K 0 4 3 (Fig.29) 

K2、L2グリットから検出された不定型土壊で、多くのピ、y トが切り込み、東側はSK 0 1 4に

切られている。 SK026の北側、SK 0 0 6、o1 2の南側に位置する。現状から復元される法鼠
は長雨1J2.24m、短車Ibl.12m、採さ0.42m、主軸の傾きはN-510-Eを測る。

この遺構からは造物は検出されなかった。
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S K 0 4 4 CFig.29) 

J 2、J3グリットから検出された上横で、北側をSK 0 3 0、西側をSK029、南側はSKO

2 8に切られ、東側にSK 0 4 6が位置する。検出時点での平副プランは長方形を呈し、これらから

復元される法盈は、長軸O.95m、短柏O.64m、深さO.50m、主軸の傾きはN-670-Eを測る。

この逃織からは造物は検出されなかった。

S K 0 4 6 (fig.29) 

J 2、J3グリットから検出された締円形の上墳で、東側にSP 0 4 5、西側にSK 0 4 4が位置

する。法措は長軸1.OOm、短軸O.70m、深さO.28m、主軸の傾きはN-60-Wを7.tliJる。

この遺構からの造物の検出はなかった。

SK040.041 
SKO"1 SK042 

一」

6.4m 

ヨ二

(017) 
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ド・・"四~守ーー，一時ーーーーーー 一一一一」

6.6m 

~om ェー一一ーに伽

」

sウ一、、

JY 」

6.6m 6.501 6.5m 

Q，. 弓二三~ミー-----=] 6.0m 

Fig.29 S K 0 4 0・041・042・o4 3・044・o4 6 (S = 1/40) 
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Fig.31 その他の出土遺物 (S=1/3)

その他の出土造物 (Fig.31)

1はSX003から出土した古式土師器の盤である。 SX003は調査区際にあたり、遺構として

の性絡を明確に捕らえることが出来なかった。造物は磨滅が激しいが、内外面共にハケ白調整が行わ

れ、肩部外国に指押さえ圧痕が見られる。外面へのススの付着も著しい。

3はSP 0 0 8から出土した古式土師器のJI阿部である。外面の磨滅が激しいが、内外面共にハケ目

が施され、外面底部にはタタキもみられる。ススは両面に少量付着している。

2はSP 0 3 3から出土した古式土師器の聾の口縁部で、内外面共iこナデ調整が施されており、外

面にはススの付着が多く見られる。口縁部の破損は激しいが、端部の立ち上がりは認められない。

4は調査区覆土中から採取された古式土問i器の在地系の誕の口縁部である。外面はハケ目、内聞は

ナデ調整が施されている。 SK 0 1 3出土の郵と非常に似通っている。

5は周辺表採の中世の瓦質土器の鉢の口縁部で、内面はハケ目、外面はナデ調整が施されている。

6は白磁の碗で、西側調査区の覆土から得られたものである。胎土は乳灰色で、乳白色の不透明荊IJ

を施す。底部外泊.は施刺されていない。森田編年のV群に相当する。
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4 小結
遺構の↑生材?と時期について

津島僻生遺跡2次調査区はl口水路によって点と西に分けられることは前述したとおりである。調住

区西側の各土壌は、遺構と呼ぶには遺存状態が悪く、 SD 1 0 3とSK 1 0 6が確認できるにすぎな

い。またi立構からのitl物の出土も見られなかった。唯一この地区の覆土中から向磁碗の破片が出土し

ている。時期は森田編年のV群に相当し、 llct前半の時期があたえられる。この(1磁が西側調査区の

追構群に時期を与えるうえで、参考・になると思われる。

-)j、東側調査区からは廃棄土域が密集して検出された。この織な遺構群は市内では島田三反田遺

跡、古島島相追跡、下北島追跡、などで確認されている。この遺構は、白色粘上部分に掘り込まれてお

り、黄褐色ローム七の部分にはほとんんど見ることができなし、。全ての土墳でi:J宵の確認を行ったわ

けではないが、水成層が形成主れているもの、縞物遺体が黒色粘土屈のみに見られるもの、粘上層l直

下の背灰色砂層を掘り抜く遺構が見られないこと、遺物の出上が少ないことなどの特徴が見られる。

これらはこの遺構の性格を判断する上で、重要な手掛かりとなるであろう。

廃棄土墳からは弥生時代後期後半から古墳時代初頭にかけての弥生土器、古式土師器が出土した。

弥生土器は西新町式を遡ることはなく、古式土師器は布留式系統のものを含んでいる。このうち、弥

生上器を出Jこしたものはわずかに3基で、他は古式土師器を得た。このことから、この遺構群の時期

は3ct前半から 4ct前半であり、 3ct後半から 4ct初頭にその最盛期を迎えたと考えられる。

2 周辺遺跡との関連について

調査区西側については当初 l次調査区との関述が考えられたが、時期的な聞きが150---200年に及ぶ

ことから関連性が薄いと考えられる。

。 10m 

斜線は弥生土2需を?ミ1;1.吉武土師穏をtHょしたことを示す。

Fig.32 土器出土遺構模式図 (S= 1/ 200) 
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*側，州市1><と|剥辿が深いのは、ょuにf¥'r.i内するiM込1判例JJ;tiJ，l跡である。細かな内容は次の町jで述べる
が、 )tt梢のIr.J也、分布状制、榊it、111L迫物など、 ~a似する点が多 L 、。

3 まとめ

吋訓示在地点ではトレンチ状の、部分的な g州向ではあるが、東側では弥生後JUJから，'i!J't時代初制にか

けての泊構を検111した。 しカかBしながら、 t説桧桜.川吋、叫叶lill時l昨与即則]の1県i品i内綿与との|凶瑚辿字判悦1:においてノ不匹旬別jなJ点、江日が多Lい、、。 また、

J廃兎1挺i程5卜

い。叶 r~"'3 白1><:近辺での矧例の柑告を待ちたし、。
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津島南笹原遺跡
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第3節 津島南笹原遺跡の調査

調査概要 (Fig.33) 

作品南笹原追跡はiIth-b南側'J:.i世跡の東側約35mの所に位向する。調査は第22り文線排水路の建設に

伴うもので、調査区は以内に75mを測り、遺構の密な部分は南側に拡張した。，却代対象面積は380rd

である。調査区の地山はUグリットを境に、東が黄色砂際府の tを黄褐色のローム Lが覆っている部

分と、西側の青灰色シルト質J:を石灰色粘上が槌う部分とに大別される。遺構はイi灰色粘土部分に彫

り込まれており、このJfiで作品1持{舟生遺跡2次調11:とI"J械な性格を有している。ローム t部分は調査

rX:J;初出にlt世の小上墳を 1)占確認した以外は、イiJ*.色粘 1:部分周辺で迫械を縦tigした。

調子tは津島南側l:l:ill跡の2次調査と平行して10)]3 IIより行い、11月1IJに終fした。前述のよう

に作品市僻生遺跡の検tll等に時間をかけすぎてしまい、 卜分な調査は行えなかった。減資の結果、鹿

史上横25、小土墳多数を検出した。

2 .遺構と遺物
S K 0 0 1 (Fig.34) 

Y4グリットにおいて確dされた上壌で、-*にSK 0 1 1、南.にSK024が位目する。楠円形 1:

墳として検出したが、完持11状況で:2連形の上墳となった。同時期に存在したill構かどうかは上層確認

を怠ったため不明である。現状での法量は長軸1.76m、短軸O.95m、深さは北側で;O.38m、南側でO.4J

6.6m 

o lOa11 
L ..~ム

。 1m 

Fig.34 S K 0 0 1及び出上遺物 (S= 1 /40. 1 / 3 ) 
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6.7m 。
1m 

6.0m 

| 泌氏ぷ色村，'a1: 1，'.1'1山，j< 、川色村(.~む

2 Iltì1WJi色村，'~ . I ; 1山村山jい

:i " '.l' 色 I:kぴ灰色粒(-(~む

~ " fk色いは人

~~ig . 35 SKO 0 2 (S=.1 /10) 

rn、 tt.，hの傾きはN-8()O・Wを測る。

11 ¥ I..i世物には引と鉢がある (Fig.34)0 ':M 

( 1 )は内外l而にハケ11を施し、 11総端部に

はポIf!I真IJみ11を全IUIに人れる。また)JImsから
刷郎にかけての本1;Lの継ぎ"には段が践り、

指仕組がはられる。鉢 (2 )はj狩械が激しい

が、外出iにハケr1、|付IJriにナデを地しており、

部分的にススのイ.J~"í'が，ぶられる。 ともに弥It

後JDJ後、I~のものと!よlわれる。

S K 0 0 2 CP'ig.35) 

T3グ、リットから検出された柿川j陪の 1:峨

で、北側にSド()0 8、SP 0 0 5、1'4sIIJに

S K 0 0 3 が{¥'r. ii'・は'る。r.ム;fitlよk~illJ 1.08 nl 、

~，i. I~III O.98 m、深さ0.50m、1:仙の飢きはN

-78
0.WをiJlIJる。断I(IIu.フラスコ状にlボI(IIが

!よがり、 Jlft卜は名lifi1.がレンズ状lこliI:fl'lする。11?<1.11"(と"1似11""が川色であり、これらのIIUと卜')，'1'1には

以色名Jin1.1¥"1となる。

このi白川からは辿物の1[11.は怖か勺た。

S K 0 0 3 (Pig.36) 

S 3グリットから検111された桁川j移の L峨で、1'4側にSK 0 0 2が{山内する。イIJ，火色刷1し間以の辿

榊と してはlîH.) 以側に枇lí"l している 。 r1~I，t'ユi剖11111.69 rn、刷物111.46 m、傑占0.88moJ:.1tjl1の制きは
N- 14

Ct

- Wを測る。 断1(liは地柄 Ui~がわずかに広がり、 jll[卜は名lifl l :かレ ン ズ、状の取仰をぷす。

il1物は 1nlli加の慨をllJることカqll米た(lt'ig.36)。外luiはらせん状にタタキを他した後ハケ11を地

。 1m 

6.8m 

ア戸 。 lOem 

Fig.36 S K 0 0 3及びlJj上過物 (S= 1/40. 1/3) 
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し、ススの付れーが多く見られる。内面は上半がハケ

LI、ド、l'がケズリを施す。色調は占灰色に近い。時

期は占墳時代初日員に他民づけられる。

S K 0 0 6 CFlg.37) 

V4グリットから検出された不定型土壊で、点側

にSP 0 0 5、I村側にSK026、西側にはSKO

2 2、025が{注目する。北側のSK031と切り

会うが、，jij後関係は舶;認していなL、。現状での法批

はiえ+dI2.35m、知市110.94m、深さO.61m。主軸の傾

きはN-360-WをiJliIる。廃棄 u肢の密集部分の東側
にあたる。.il1mは内側射がせり出し、南側壁而jは2
段品!llりとなる。

泊物は i 削j~の盤を検出した (Fig.37) が、 SK

031とI1;J時に抗liりドげたため、混同してしまった

吋能性かある。 iは外面に部分的lこススが付若し、

タタキの後ハケ II~周棋が施されている。内面はケズ

リが行われている。全体の作りが粗雑な聾である。

2 は II総 l~i~で、外[(Iiはススの付着が多いがナデ、内

l耐にはハケ11を施している。 3の裂は円縁部を失っ

ているが、!氏部は丸底で、胴部がややソロパン円状

に張り111している。外IHlはススの付着が著しく、全

体にハケ I I.~~較を行ったのち、 J司部下方にゆるやか

な波状ハケ11を2条施している。内甜は付着物が多

いがほ郎のmJI:減、 ド半の上fj・ケズリ上半の斜めケ
ズリがdめられる。{lj制式の鈍を怠識しているが、

作りが*11維なものである。時期はいずれも占噴時代

初j副に仰山づけられる。

S K 0 0 7 (Fig.38) 

V2グリットから検出された上墳である。調査区

拡張部分の市内のコーナ一部分にあたり、その大半

が凋任以外へ延びるものと考えられる。

irt物としては!こ師器の小破片が検出されたが、謄

減が激しく l時期を特定しうるものではない。

S K 0 0 9 (fi'ig.38) 

Z 3 グリッ卜から検出された楠円形の上墳で、 ~t

に SK023 が他i;i'~し、 S K 0 2 4の上から銅り込

まれている。調子Hx，判何のコーナ一郎に位置する。
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6.0m 
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扇面ー
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Fig.37 S K 0 0 6・031及び出土遺物

(s= 1/40， 1/3) 



法-f誌は長事1I11.06m、組軌O.75m、深さO.65m。主軸の傾きはN-830・Eを測る。迫構は2段踊りがなさ

れており、スロープ設問の関係 i二西側が高くなっている。

造物は上師器の裂がある CFig.39ー1)。 外面にはススの付着が多く見られ、胸部はタタキが施さ

れており、Il縁部にはハケ日が見られる。 rl縁部端部は平均面であり、 F ))1こ鋭いつまみIJ:lしが作り

だされている。内面は磨滅が激しいがハケ11を施している。古墳時代初頭に位置づけられる。

S K 0 1 1 (Pig.38) 

Y4グリ ットから検出された楕円形の上横で、北側をSP 0 1 0に切られる。東側はSK 0 1 2、

南側にSK 0 1 4、西側にはSK 0 0 1が位置する。法号は長軸1.46m、短紺11.36m、深さ0.44m。

主軸の傾きはN-350・Wを損IJる。 j自構は東から南にかけては2段掘りとなっている。

この迫構からの出土迫物は凶市器の小般片があるが、|時期lを特定しうるものではない。

S K 0 1 2 CPig.38) 

X4グリットから検出された小上横で、北半分が調査区外へと延びる。東側はSK 0 1 5、|菊西に

S K 0 1 3が位置する。本来-は円形の平面フ。ランを持つものと思われ、深さは0.44mを側る。

造物は土師器の小破片を出土している。いずれも実測しうるものではないが、外面のタタキ痕や内

閣のハケ日調整痕が観察できる。古墳時代初頭に位置づけられる。

S K 0 1 3 CFig.38) 

X3からX4グリットにかけて検出された惰円形の上墳で、東側にSK 0 1 5、016、西側にS

K 0 1 1、014が位置する。南側は小上墳群の切り合いで、当泊構が別の小上壌を切っている。現

状での法品は、長1紬1.33m、短軸0_96m、深dO.60m。主軸の傾きはN-580-Wを測る。

遺物はJ二日ru器の聾 CFig.39-2)があり、在地系の器形を有す。内外聞にススの付着が見られ、外

I面は横Jj向に平行タタキが行われ、口縁部にはハケ自が施主れている。また肩部のくびれ部分には粘

士紐貼付時にできたと思われる段が見られる。 内市はハケ回調整が胞されている。 ~l・墳時代初頭に位

置づけられる。

S K 0 1 4 CFig.38) 

Y3グリットから検出されたよ墳で、上部から小穴が掘り込まれており、南側は調査{ヌー外へ延びて

いる。迫存状況はよくはないが、 i明丸長}J形の平面プランが復元できる。床面までは約30cmと浅く、

西側コーナ一部分は1段上がっている。現状での法祉は推定部分も育め、長事I01.92m、短軸1.30m、

深さO.37ro。主物bの傾きはN-290-Eを測る。

遺物は鉢 CFig.39-3)があり、外面はナデ、内而は低部がハケ目、その他はナテ調整が施されて

いる。口縁部端部は内側につまみ上げが施されている。時期は弥生時代後期後半にあたるものと考え

られる。

S K 0 1 5 (Fig.40) 

X4グリフトから検11¥された楠円形の上壊で、北端は調査区外へ延び、南側は小土域に切られてい

る。 |相側にはSK016、南西側にはSK 0 1 3が位置する。現状での法鼠は、推定部分も含め長軸

2.06m、短納1.90m、深さO.74m。主軸の傾きはN-370-Eを測る。北側と南側にテラスをもっ、 2段
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SK007 
SK009 

“句.

6.8m 

6.0m 

SK013 

11.宝さしl

6.8m 

しー

」

。 1m
も-~ .一.一一.一一一一 _， 

6.6m 

..... 

J 

6.6m 6.6m 6.6m 

てプL__J

Fig.38 S K 0 0 7・009・011・012・013・o1 4 (S 1 /40) 

2 

o 10醐

Fig.39 S K 0 0 9・013・o1 4 111 Iて遺物 (5=1/3) 
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品1;りの卜.峨で、)よーl古iには深さ約20clI1の小上城がある。

111 上ill物は r.OrU6~の組 (Fig' .4 1 -1 )がある。 外IJriは斜めノjii'JIこタタキを行勺た後ハケ11を施し、

h f tfi~ ド 2 cmほどは擦り m しが行われている。 1~ 1ni(む、ヶ 1 jか他され、"J I~i$ ドには 11紙日I~操作の際の111

M泌が舶:dできる。 1~'}111l与代初'J.I1.Qに {ffii'Iつ'けられる。この他にはH剖UJの少し 卜ーる I:Olli 日ii-の小破片が111
1'.しfこ。

S K 0 1 6 (Pig'AO) 

X3 グ 1) ットから検山されたィ、忠明 1:繍で、|十j側は1~IIJ1üX:外へと延びている。~状でのtll iUJk申111

I A5m 、 ~'\1"11Il.07 m、深さ0.62m。 川Ilhの傾きはN-62"・日を測る。 2段品JIりの 1:繍で¥ ド段山I(nは内

」

。
圃園白血自国

16.6m一一
6.6m 

6.0m 
6.0m 

、，

SK018 SK020 

」

2m 

6.6m 

6.0m 

432」

6.6m 6.6m 6.6"， 

て二コて- :m~土

Fig.40 S K 0 1 5・oL 6・017・o1 8・019・o2 0 (S:: 1 /40) 
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側へと延び、小土墳によって切られている。

出上造物は浅鉢 CFig.41-3)がある。外面は胴部上半に縦方向のハケ自を施した後、下半から斜

め方向にケズリを行う。内面はナデである。口縁は直立し、外商はナデ、内面はハケ自が施されてい

る。時期は弥生時代後期後半に位置づけられる。調整法が狐塚遺跡2号住居出上の鉢によく似た資料

である。この他には内面にハケ自の見られる土師器の小破片がある。

S K 0 1 7 CFig.40) 

W3グリットから検出された摘円形の土墳で、北側にSK 0 1 8、東側にSK 0 1 9、西側にSK

016が位置する。法鼠は長軸1.57m、短軸1.12m、深さ0.71m。主軸の傾きはN-190-Eを測る。断

面から見ると、 3段に掘り込みが行われている。

rb上遺物には聾の底部 CFig.41-5)がある。底部は平面が残り、外面にはタタキを施すが、工具

痕が多く見られる。内面はケズリが行われたと見るが、炭化物の付着が厚く詳細は不明である。時期

は弥生時代後期後半と思われる。

S K 0 1 8 CFig.40) 

W3、W4グリットから検出された締円形の土壌で、北側には小土壌群が近接し、東側はSKOl

9、南側はSK017、西側にはSK016が位置する。法品は長軸O.96m、短軸O.79m、深さO.38m。

、、

、、

‘ 、

， ， ， . 

0・
" 

、、

¥姐d
。

Fig.41 S K 0 1 5・016・017・018・o2 0出土遺物 (s=1/3) 
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_t. '~111の傾きはN-5IO・Eを測る。

遺物は弥f主上器のイ;1のH部からJJI~部にかけての破片 (Fig.4 1 - 2) がある。外面はl~H分(1'')によ日庇が
はられ、全山iに斜め)J向のハケIJが施されているが、 l二平のr"tさに比べ トー、!をは粗雑である。またh1 
miには斜めの刻みI1が人る。内l(lIもハケUが胞されている。 l時期はt亦生時代後期後半に位rllづけられ
る。

S K 0 1 9 (Fig.40) 

V3、V4グ1)ットから検山された桁円形の|二峨で、南側のSK 0 2 1を切り、*側のSK022

に切られている。北側にはSK 0 2 4、同仰lにはSK 0 1 7が{¥'[íi"l す る。法i止は民戦1J2 ，OO m 、~制l
1.33m、深さ0.69mo1:制"の傾きはN-870-Eを測る。上掛は北側と.fJlιしない見l・側を除いて緩やかに
桝ち込み、 WI血.の南西部分が3段には勺ている。

迫物はI:fllp十慢の小{波打を数};~uH 上した。 いずれも開化しうる ものではないが、外阿にタタキの後ハ
ケ11が施されている。 H年胸jは11，墳IIJi代名!JuJiに位向づけられる。

SK021 、、

j (019) 

SK023 

‘
 

'
l
i
 

6.8m 

S K 0 2 0 (Fig.40) 

V3グリ ットから検出され

たJ:峨で、北側のSK021

を切っている。，v.'~fil孟際に{I'L

[)Ilし、 illflvtの|十j部分の太平が

1m 
JJJ命以外へと延びている。

ニニニ一二ど
5m

辿物は I:nlljít~の到CF'ig.4 1 -

SK022 

6.6m 

6.0m 

Fig.42 S K 0 2 1・022・023・o2 4 ( S = 1 /40) 
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4 )がある。作りは維で、11

制部分の本Ij1:*1tの継ぎ円が内

外l而.Jlに1]1]1闘にはられる。 外

1(11 ，まススのイ、tli'が押しく 、タ

タキの後ハケ11を施す、 11総

部分は峨)j向にナデが行われ

るが、般j杉時の附J1:瓜がl閃聞

に残る。 |付而はハケ11が施2さ

れている。 H剖剖はr'j!ft時代初

lIJUこ位抗する。

S K 0 2 1 (Pig.42) 

V 3グリットから検山され

た |二櫛で、JtのSK 0 ] 9、
022と南のSK020に切

られており、現状から)t:の盗

を後五することはできない。

泣物には士師器の小破片があ

るが、実測しうる物ではない。



外面のタタキ痕がわず

かに観察でき、内面は

ハケ自が行われる。時

期は占墳時代初頭に位

置づけられる。

S K 0 2 2 (Fig.42) 

SK025 

SK027 

r;;ミど?
L I丸三ミ 」

SK026 

JL  
Jデ?'"

6.6m 6.6m 

SK028 

L 一」

V3、V4グリット

から検出された、円形

の土墳で、西側のSK

019を切っている。

北側にはSK025、

031、東側にはSK

006、南側にはSK

026が位置する。法

量は主軸の幅1.18m、

傾きはN-350 -Eを担IJ

る。東側の上場はテラ

ス状に段が形成されて

おり、床面は隅丸方形

となる。

o 1m 

)fl物は土師器の小破

片が出土したが、 SK

o 2 1からの混入品で
ある。

6.6m 

6.0m 

ト~ー『ー『ー~ー， 一一一一一一一一一-

6.6m 

才一一んm

S K 0 2 3 (Fig.42) Fig.43 S K 0 2 5・026・027・o2 8 ( S = 1 /40) 
24グリットから検

出された土墳で、調査区北西側のコーナ一部分に位置する。大半が調査区外へ延びるため、形状は不

明である。床面はかなりの凹凸がある。

この追構からの迫物の出土はなかった。

S K 0 2 4 (Fig.42) 

Y3、23グリットから検出された精円形の土墳で、西側はSK009に切られており、南側は調

査区外へと延びている。北東にはSK 0 0 1、東にはSK014が位践している。現状での法i立は長

刺J1.13m、短軸O.95m、深dはO.45m。主軸の傾きはN-870-Wを測る。

この遺構からの造物の出土はなかった。

S K 0 2 5 (Fig.43) 

V4グリットから検出されたほぼ楕円形の土墳で、東側にSK031、南側にSK 0 2 2、019
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が位ii" ，~する。 il lïtは長Mll .73 m、知['~11i 1 .2 1m、深さO.50mo U~Jの傾きはN-8ßo -wを制11 る 。 Jヒ~llJから

*11，えをまわりI判明にかけてテラス状に段がめぐっている。
この泊梢からの.iU物の11¥ 1:はなかった。

S K 0 2 6 (r"ig.43) 

V3 グリ "1 トから検11\ された抑11J}~の | ー墳で、北側に S K 0 0 6. 019. 0 ~ 2，山側にSKO

2 7、l対側にSK 0 0 7 が佐川する。法 r， t は員削1i 2.26m 、 ~ì. IMII .68m 、 深さ 0.73m 0 1 . .111111の傾きは

N-240 ・ E~ð(lJ る。 北側のlI，rI(，iにテラス状の段をイiしている。

このi白州からはjfi物の111lはなか勺た。

S K 0 2 7 (Pig.43) 

U3グリットから検山された不定例 1!墳で、 l判側にSK 0 2 8、内側にSK026が{古川する。法

llIはlHdi1.36m、i¥HlhO.76m、深さO.37mo t'~dlの何lさは N-840 -Wを測る。 Jヒ ß!IJ と，JLî側の il，~ I(1Iにはテ

ラス状の段がめぐる。

この111桝からの.itt物の111l'はなかった。

S K 0 2 8 CFig.43) 

U 2 、 U3 グリッ卜から検111 された1<JiJ~~上峨で、北側に SK027 が山ii"l し、 IÝ~側の小穴例を切

るorltilは1Hllll.21m、旬。1111.08m、深さO.55mo 1:申Ihの傾きはN-86
0-Wを測る。北阿部分にはテラ

ス状に段が形成される。

この111制からの111物のH¥Iはなかった。

S P 0 0 5 (F'ig.4~ ) 

T4グリットから検11¥された祁50cmNの川j修の小 L臓で、 I-. n，lî保剥が~IJl納されるj陪で1111 した。 蝉

は11をけJにli.Jけており、 ドになっていた部分は UI:により細かく仲けていた。悶の'1'からの検111物は
ない。

純 CFig.44)は、外1mにタタキの後にハケ11を行い、hJ ffl~に11:紛が 3 -5 ~良地されている。 l付 I而 は

ほ;耶に指jピ瓜か凡られ、 ドl'は斜め心I;'Jケズリ、 Llは拙)Jri.Jケズリを行う。l'Ii附担を.GL，;諒した物で

あるが、倒卵形に近く、!的卜も粗いm維な{Ltがりでめる。

その他の山上j1'!物 (FigA5)

ここに掲げた資料は全て訓告I){I判側を州流するl品淀川本開からの11¥Jこである。 1はイ1:地系のr'i・式 K
n，li掠の蝉で、外Lfdは上、I~に、1-:行タタキ、 下、I~はケズりを行う。スス及び炭化物の十t.{"j-が汗しL、。内面l

はハケIlがわ・われ、名'il:車uの継ぎ日の指j仁泌がよく削岩をできる。，'i出時代初liJIに仰l百づけられる。 2
はむ1必日~の上不またはI)"S~ィ、の 1 1総郎で、内lujにへラJL!~ J'のようなii:桝が占る。小似J'r'のためH剖TJの決定

はノドIIJ能て・ある。 3はI:r.'fi掠の盟の11縁部で、 r1紙百if~I"I ドに 1 条のìi:梢がAよる。 6ct後、ドから 7ctの

l時期jのものと出われる。 4はサヌカイトの，*11片である。
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Fig.45 その他のUI1:遺物 (5=1/3，1/2) 
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3 小結

1 追構 ・i段物の性格と時期について

津島南笹原迫跡 l次調査では、調査区西側において廃棄土墳群を検出した。その有り織は、近接す

る津島南榔生追跡2次調査の調査区東側に見られた廃棄土墳群と同様である。調査期間内に効率的な

調査を行えなかったため、埋上状況などは比較できないが、津島南側生遺跡2次調硲区の廃棄土墳群

と同様に、別の利用日的があったのではと推測できる。

廃棄上墳群から出土した遺物は弥生後期(西新町式)から古墳時代初期(布留式併行〉にかけての

土器、上師器が出土している。時期は3ct前半から4ct中頃のものである。

調査区遺構面の灰色粘土と黄褐色ロームとの境目に掘り込まれたSP 0 0 5からは、布留系の裂が

埋納された状態で出土した。東西に位置する柱穴は北側に延び、掘立柱建物を形成する可能性を有し

ている。地鎮に関連する祭杷が行われたのではないか。

調査区東側からは上墳の一部を検出した。調査院の壁面に土師阻の破片が見られたが、小破片のた

め時期などは不明である。また南側を商流する水路からは6，..._.7 ctにかけての七削i器が採集された。

この事から類推して、追跡の東側に古代以降の遺構が存在する可能性がある。

2 周辺遺跡との関連性について

当追跡が・津島南側生追跡2次調査区東側地点と深い関わりをもつことは前に述べた。しかし、周辺

遺跡群の調査は近年の個場整備事業に伴い行われたものが多く、それ以前における調査は緊急的な物

を除いては殆どなされていない。また、実施された調査の多くがトレンチ状の部分調査である。その

ため、周辺での同時代の逃跡分布状況など、不明な点が多いのが実情である。

3 まとめ

当遺跡の廃棄土墳群は、追跡の西側において、さらに広がるものと見られる。白色粘土の地山部分

にのみ描り込まれている状侃は、当地域での該当時期の廃棄土壌の宥り様の一端を示す資料である。

この様な土壌は低湿地である西部地区遺跡群にも見られるものであるが、地山の全面が白色粘土であ

り、当追跡の遺構の立地条件とは異なる。今後の課題としては、同時期の集落追跡の検出と調査によ

り、市の西部の廃棄土墳との性格の違いをl明らかにしていくことが挙げられる。そのためにも今後の

周辺の調査が待たれるところである。

〈事S考文献〉

小体 勇作 rlJr後百吉区地区i書跡群J 筑後市文化財閥査報告.!11m!駐 1995 
斉藤滋 他 『多摩ニ3 ータウン遺跡昭如56年度』 東京白書事埋蔵文化財センター2 1982 
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Fig.46.滞島北石伏遺跡全体図 (S= 1/80) 



第4節 津島北石伏遺跡の調査

調査概要 (Fig.46) 

津島北イi伏追跡は作品l萌笹原遺跡の南約220mの所に位置する。調査は第23¥}支線排水路の建設に

伴うものであり、調子iP<は東西に約60m を iWI る。調査対象面積はが~330nfである。調企r>くの地山は!府

民茶褐色のローム 1:で、海抜 7mねで遺構l耐に達する。調告は1997年 7 月 311 1 より行い、述中討t!~d 11ll 

ケ町遺跡と、Ii.行しながら 9月20nに終了した。調伐の結果、竪穴式住居l、掘立住建物1、周溝状遺

構1、住火多数を検lljした。

2 .遺構と遺物
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¥ 
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〆 ¥¥

二~一一-ア 6.6m
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〆

o 2m 
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Fig.47 S C 0 1 ( S = 1 /40) 
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i二ft，p

l笹穴式fLW

S C 0 1 (Fig.47) 

0-Q12グリットから検出された竪穴式住肘である。南側コーナーを検出したのみで、その大半は

調査区北側へと広がっている。現状から推定される法喧は、長制IJ5.50m、短軸4.60m、主軸の傾きは

N -400-Eを測る、隅丸j乏ノ~J影のプランを持つものと考えられる。J<I::除去時点で既に床面が現れ、

その後のf;I;Iにより床面耳目上がmtlllしたため、 W，(Jiの貼り替えなどは不明である。

造物としては弥生後期の命のAl~S片があるか CFig.49- 1 )、体l而向上が流入上となるため、

IffiJ1-などの混入品も見られる。 I苦際上横出上JIl】も小破片であり、時期の特定に至るものではない。

冊立中H.ll物

S B 0 2 CPlg.18) 

P、Qグリットから検lHdれた。 1間xlllnの長方形のプランを持ち、桁行3.0m、梁2.1m、主制i

の傾きはN-660-WをntlJる。州側の中央には補助性が付く。柱穴は民)J形もしくはJJ形のプランをイi

し、床1(1}には住痕が残るが、上fM観察時に特車道跡の確認はできなかった。

造物は補助住痕 CP20)からIL五郎の軸部をt11.1-，した CFig.49 2)。外面にはJ'tお全保跡が見られる

が、時期の特定に至るものではない。

この則1mには|司僚の杵火が検出されており、同辺に掘立柱佳物群が広がるものと巧えられる。

問満状追梢

CFlg.50) 

H、 iグリットから検出された。円形の、ji.刈プランを持ち、法政はl直径4.2m、深さ30......50cmを測

る。治情は州側内部を拡似した涙跡があり、この部分で床面が2段になっている。開 l:については、

七届観察から遺構築造時(町、lVJ凶)と掘り凶し;後(I、 n!M)とに大別する事がriJ能である。
造物は、 I h"iからのll¥上はない。 H層からは弥生時代後期的、1'-にかけての土器が出上した。 CFig.5

い 52)。郵(] .......12、16.......21)は口縁部が「く」の字型に強く刷出し、端部が膨らんでいる。底部は

主tl底で、lJIuj部の器壁はi'oJj.い。外面の調整はハケrlが施されている。袋状口縁寵(15)は稜線が未発述
であり、弥生rjl期後半の特徴を践している。 22は伝の底部である。高杯 (13)は鋤先LJ縁を有し、端

/ llq 
I
l
l
i
-
-

iすー一、

SX05 

S B 0 2出土遺物 (S=1/3)
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Fig.52 S X 0 5 n I同111Iて遺物2(S=]/3) 

1~H はl膨らんでいる。 26は ，l]j杯の l脚部である。鉢 (23-25) はし吋Sれも1I~.t部が @u'( となるもので、、1/.

II主である。 25は他のものに比べ、メしみが!強~'0 27 は}r，~fîである。 Htよイ'~IリJ Iこ製JIllで・ある。復元した筏

は21cmをiIIlJる。 IこITiiはナデが施されており、平よI!に作られている。納部は透かし窓を外から切り込ん

で作りIHしているo透かし窓周辺のt悶盤は粗いナデが施されている。市"山村の内!日も*Ulサ・デが施され

ている。作業計もしくはI"jljl式台としての川述が)5'えられるが、).';Ji.ilj山崎からの11¥1二例がなく、断定す

るまでには主らない。
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Fig.54 5 X 0 5出t遺物 (5=1/3)

2 

今/

3 

， ， 

8 

E同の出上遺物 (Fig.53-1-8 )も弥生時代後期前半のk器である。聾(1...... 5、7)は口縁部が 「くJ

のr{:形に強くfllJtlbし、円縁端部はH屈のものと異なり膨らまなし、。!底部は平j底で、器援は薄L、。ぷI蔚はハケ日

を施す。 6はjよU査で、中期の級相を残す。 8は両訴の脚部で、端部に面を作りだす。

Nh'1の出よ迫物 (Fig.53-9・10)は器f?と無頭句111がある。器台 (9)は胴部'11位にくびれ部が仰向する。

短到、hi.(10)は白紙端部が肉lばとなる。いずれも弥生中期j後半に位附するものである。

5X05からはこの他に塑、必廊、鉢を出土した (Fig.54)。いずれも出 UM位は不明だが、時期
は弥午後期前、ドに位出するものと考えられる。

不IりJ.itl構

S X 1 0 CFig.55) 

調fi区東側に位置する不定形の上墳である。思J-.は黒灰色粘土で、地山部分は青灰色粘土となる。

おそらくは何らかの流路の潮まり部分と思われる。

.itl物は弥生1:~:S、急~必器、 J--.nïlj~誌を出 k した (Fig.56)。弥生土器、上師掠は磨滅が激しく、良好

な状態ではない。 lは弥生土器の盤の胴部で、 三角突帯に刻み目をむする。弥生前期のものと)5・えら

れる。 2I幻'5~ノドの脚部で、部分的に丹塗りの痕跡が見られる。 3 は~JüU器の鈍の胴部破片である。外

面は絡子タタキが見られる。内面は上、I~に縦方向の平行紋、 ド方に同心円紋が見られる。時期は特定

できなし、。上師器はいず‘れも小破片の出 1-.であり、掠種には椀(4 )、郎 (5""_9) 、 I(~iî付椀(10)

がある。時期は椀は不明であるが、係、 I~-~台付椀は 9 世紀初頭に位irtする。

過半持の築造時期は上師器と同じく 9t1t紀初頭と~えられる。
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Fi~.57 その他の11¥1:遺物 (S 1/3. 1 2) 

その他の11¥i ;n物

lはR1日、 S12グリ ットに仲間するSK I 7から1111:した弥'1:.I _ ~~で、lI !fJ~Jは後JUJrjij、I/，1;: {¥'Lln 

する。

2はM1 2グリットに{也れするSP 2 3から111:1.した弥'1:1 :加の艶の 1 1総却で、後JUJlnJ 、 I~.から I !I .!I!:

にかけてのものである。

3-0は.J，'J~l>(の認1 tlllから1I11:Lた。 3は弥リ:1 (慌の践の1JI，~ì~iHI岐J'tである。 11与 JUIの特AËはできな

い。~ (ま']1[.11:1-日誌の鈍のは郎で、後JUJljIj、|更に{川町する。

5は 1n'li日誌の鎚の11松浦で、 7 "ト紀の"，tflのものと!よ!われる。

6はJ火執h陶慌の腕のr1松市iである。制1)"のねlI!tJ聞の特記はできなし、。

7は，J，'J作1><1十1側をIJy抗する川水路から保jむされたサヌカイトの求IJ)'，'である。
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4 小結
I J，';J ii昨状.ittflWについて

}，IJ Í1Y;状.iUmの制作は筑後diにおいてもすでに23例の刊行があり 、 その紋はI~J})IIしている。割引開併

されたものは本側flJのものも;r，めると63s'lJにのぼっている(F'i日間、t<参Jt日)。

i移fll!されたものだけではると、ill物を('1'うものは小体の平数.iJiくあり、その多くが伊:1;/[IJ，lj代後Jt1]ljij

、l'に凶する。 1.25のJlLl-.!，tはあまり多くはなく、 11'，1片的な.il'!物のほうが祭叫的な物よりも多L、今1"1

8制作したSX 0 5ιついてもjfi物の 1 1IJ. lll ζ そ多いか、 その内~J(は他と 111]慌で、似|化しえた~:i).'，~のう

も、f娯:宍を~I~~(似的戸内jな ものは)，川、ナ}ゆのlA川1川b叶4杯イ不¥(1械此削j川'，-3 )，'，~とイ小、 l印川り引l什|卜.Ü製i辺払即叫v山lJA川ll1

i泊ru川品は←l瓜立、品I!りなおされてはいるが、いずれのlI!f山て・もn然流入1.によるJil'没であり、人為的な
ものは.æめられな L、。制り 1'" しがf fわれているものとして、他に川制I:ill跡の 23j川 iIIj.V~.i出品か平げら

れる。これらは川桝状.itWJでの務叫が数1"1に此ぶことがあることを小している。

}，'M的状.ii:W}からの1111:.iC.t物はliii.ìdSのように 'J~JilJ.時代後JUJIIIjγのものである。'I'JUJ後、1';の袋状11料、lk

のl政)'，I JA~iI)1I 1上しているか、筑後地域においては" 1即j後、I~の法ぷをもった [-おか後JUl 初J lJJIIζ も比ら

れるということなので、 II~J JUJi.kitにおいて川MU制サる必~はなさそうである。ィ、lり J I.制JIllについては

IIII~~介、もしくは刊・1良子?としているが、 'I~H分のみの111 1 のため他川出などの1fi!↓採はできなかった。

飢似tillの制行例が近畿地ノJにおいであるらしいか、今川の1fLif11・において尖物および制作 l~fにあたる機

会をねることかできなかった。この.i!J物については次の機会に改めて巧・2誌をわいたい。

2 1.'，].ill.ii1跡との|則辿1'1:について

I，'，J柑状iu附はm桝との|矧辿t'I:が姐!く、その近くにはI"JlI!f JUJのIU，I;かイlイt:する。しかし今1"1の，J，'Jr+tで
はI"J11与 JUJのn/， l~j ll を航必サ るには小: らなかった。、~.ì11刷;の *ßI'J に (¥'t.ii"I'する71tJ:dlllLヶIIIJill跡では弥'1後

IUJから111む'tH!1代Muflにかけてのil1附がulr:1I2されているか、やはり(l'.I，I;111の帥:，&1こはゼらなかった。}，'，!

.ill.i山跡の，J，'dff.は今てトレンチ状の，Jld1iIK投与iiであり 、 今後のデータのj竹加が1~ たれるところである。

〈益事巧え似〉

川id' IIll人 rnl仰iI跡』 筑後iIi#XfT~U~ 1!188 

仏・々;本 隊，'"$ r以lI<IIH"nU 筑後'Ii敏行誌は会 IIlU() 
，}:.\~ 1骨i世他 miril跡』 筑後ili~fT~n会 1991

筑後，1;倣ffH1会制 nJ}.:~正QJijj/ふ』 筑ぬ'lj#Jcff蕊.u会 1~95

1¥1湖沼ニ r )，'J渦1λa怖の11ト検z・tJ r~附~，'d 11-17 1989-96 
小林明作 『らく..jft跡f胴上りJ tIIl 1; 筑後tli，ft('fLit:l.会 1!l9R 
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1 lE悌遺跡

5 下:ltぬ久f宵遺跡

9 事j犬塚射場/.本遺跡 1次

13 1常用北長問遺跡2次

2 級数量量ノ木:iO跡1次

6 若葉書籍坊遺跡

10 水田杉/元遺跡l次

14 .5島領的:iO跡 11欠

3 I高江遺跡

7 悔ぬ遺跡2次

11 水閉正l次遺跡

J5 tI!ぬ北石伏遺跡

4 厳重t坂口巡跡

8 J!<8311t伏遺跡 11欠

12 水閉伊事事/脇遺跡

Fig.58 筑後市内周i棒状遺構調査位置図 (S = 1 /50，000) 
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筑後市内周溝状追構一覧表

i量 跡 名 ~f.tf手 a車4骨lfi号 ~伏 球規(mxm) i，'j It 備 '4' 文 拡

間仰遺跡 11欠 1987 1 ¥"} 1'1 彫 3.~x3 0 Inn悌追跡J筑後補敏背径μ会 1~88 
2弓 1'1 形 53x5.3 

3匂 限九/j形 642x6.5 弥生時代後期間半
4勺 1'1 影 4.35 X4 15 弥生時代後期間半 ~賠償片山 L
S匂 間九/j形 1.5x7.2 弥生事者代後期前半
6¥j 1'1 形 3.3 X3.3 
7弓 I'J 形 2.2X2.2 
臨時 限:11長方形 645X5.38 弥生均代後期前半

減数合ノ本i1I跡 Io: 1988 1守 陥1'1形 (70) x (5.0) 弥生時代後期 A歓迎跡群』筑後市教育委員会 1990 
2t} JxJj彩 9.01<7.5 弥生時代後期
3号 間;tLl.<1J形 155x4.0 
4¥c} --xー一一 弥生時代後期
5け 不正1'1 34X3..1 
時号 1'1 形 3.3X3.3 
7吋 術I'J~ 486)(3.65 弥生時代後期
8吟 2.8xーー『
10侍 円形 3.8>< 3.5 弥生時代後期
11苦手 一 ー-)(-一一
12匂 ー-)(-ーーー
13句 ー一一λー一一

局iL遺跡 BiS{ 1990 SXoO 11f1'1I居 5.5x4.6 弥生時代後期 『高江遺跡』滅後市教稼置を民会 1991 

必数坂U渇跡 1990 S 1 繍JLJj形 一一-x-ー田 笠想作業中

下Jt，喜久消遺跡 1991 i 0 情I'J~ 97x8.5 唱書喫作富良中

li・菜厳坊渇跡 1991 5 5 1'1 形 一-x-ーーー Yil理作設中
1'1彩 .1.3xO 

機S車道島事官次 1991 1 u 一 ー一一×ー一一 段取作業中
5 0 ーー・×ーー四

~ 0 附円形 6車、5.0

3 1 3 一 ー-><-ーーー

• 3 0 隅丸)j形 10.6x9.6 

7 0 2 一一-y-一一

7 2 0 1'1 形 7.0X7.0 
./ O 0 用九}j形 5.6X5.3 
7 7 0 偶丸1Ji形 6.1 ，、46
時20 』え方形 ーー-)<--
83 0 不iEh形 一-)(一一
9 5 0 不if.方形 6.QX5.0 
1 00 l) 本.iEfW彩 15.0><6，4 &駒内側ヘクランク
1 1 6 8 不正投1j~ (7.0)X3.5 

水閉山伏遺跡 1(欠 1992 55 ド]影 2.9 x2.8 聾理作業中

羽犬忽射l剖〆;本遺鯨 L~ 1994 ISX030 1'1 形 2.8x2.8 r羽犬塚射場ノ本』筑後市教宵委員会

1995 

水凶杉ノ元追跡 1，欠 1996 1 95 情ILI~ 3.4x2.5 盤理作集中
2 1 5 隅丸)j形 I 30 x2 8 
2 1 (1 1'1形。 1一一×ーーー

本田百:吹遺跡 DII{ 1996 1 0 (1 情1'1形 6.3x一一 土器集中型軍事監アリ 豊富理作業中

水協伊鈴11抱遺跡 1997 1 0 円形 4.5x45 flJ!ll作業中

I;tlll北-km遺跡2次 1997 3 7 1 関丸方形 48x4.6 !iJf.事作業中
C1itt1JE区1 3 8 9 術fllJrt 6.8X-I.I 

;J，&l.I..遺跡 I~ 1997 。1 rJ ~ 4.lx-一ー 隻F型作集中
5品 隈丸長方形 一-><36
5 7 一 ーーー×ー一一
6 8 一一-xーーー
88 不正内 3.2X2.8 
98 情IlJJrt 6.7')(4.7 

I 0 ~ 1'1形 5.0X4，6 
1 2自 問丸i正方形 一一-)(-一一
2 20 f'l形 4.5><4.6 

i 7 4 一一-x--

3 1 J) 機内形 6.2 x5.5 
3 1 5 1'1 形 3.0x2ι 
1 7 5 |可形 3.6x3.5 
4 85 l骨肉形 6.2><5.6 

f~.QJt.h伏追跡 199'( SX05 円形 4.2X4.2 弥生時代後納前半 術関及び樹液に土滋を集中 今回線住宅分

JYU臣、部il単しが緩められる

iI: I 法Jili外線で級大筏x.l&小径をZ己破した。

2 ~l!llf'ド!Æ巾の遺跡については1I織のみを鍛祭し、掲載した。.iI-II番号については現状は仮番号であり、本報告時に変更される。

3 !革島11跡については可能性のあるものについては全て記載した。

4 ;守鹿沼作業中の.ift跡については近年中に報告獲を間行する予定である。

79 



第4章考察



考察

1，川辺地跡の状況

筑後11;南部では、近作附|刷税制'JJ恐が相次いで克施され、それに伴う民間、公共のDU先も峰んに行
われている。己れに.ìillillIJするように、文化財の緊急先制，~ldfl:も庁));11し、余りま11られていなかった筑後

"1域の公邸川北Ji!の状況が、少しずつ矢11られるようになってきた。ここではそれらを附まえ、先史H与

代の人々の動きを追ってゆきたいと!品う。なお、ここに紺介する追跡の太郎分が被皿作業Iドのもので

あり、近年111に械作。l?をflJ行される予定であることをfポいただきたい。

I )先k部n寺代

この時期の地物として、制イj})が数点t葉県されている。分1IJ状況はまばらであり、.ifi跡内ではなく

};'iI辺からの.l<~である。 +Il吋打の '1 1には制lイ'-j})として所定的なMJJもあり、もう少し検討が必定であ

る。

2)削文早期

この地域での制文'II.JUJの.in跡としては、 Iliくから以山.ifl跡がイjア:であるが、近年の訓舟によりけiの

*市部から|判部にかけての制111 ・ Jð);~ ・心地域にかけてから、多く の押Jf1文ヒ総が探製されている。

~IIJ~'~文 L~誌の多 くは大J{tlの桁川文が施怠れており、旧村式の段階に{立町するらのと )5'えられている。

数は少ないが、 IJI形文を施されたもの、小J~!の村i川文;を施されたものなども}よることができる。いず

れの.ì!'.t跡でも、1.!!~Jr~iからの IJ¥ 1:であり、 11"'1{宜的な先制は行われてはいない。

u!{'i; J\vlからは、発!\を受けた川傑も多くはつかった。後 IItのDI~~、耕作により、 Jじれ1'!.11'1を却jいたもの

ら多いが、細川j由|犬、心地|えからは、良好な状態でイl車1Iみカ1が凡っか「ている。 内向lからは炭化物な

どは{泊idされてはいない。 J.'J辺の卜慌の分布状削から、この辿柑は制文111，)0]のものであると身えられ

る。

3 )制文liUJ町~純文後即l
峰、Jí時JQlの泊跡は、現イ，-のと ころり]怖には比つかっていなし、。ただけJの 1 11*11i~、民的地区の~j川泊

跡において\'(1*111式、I~行出jの1:出)l'が比つかっており、今後rliのIYJ部地域からも免凡される可能性を践

している。

~ )制火:1脱却j......弥11そ"1則
この地以では、この凶からlりj雌なl弘前.ifi跡をはることができる。 常旧地慌の低位段丘ヒlこは提訴が

'F¥まれおり、?古川北民川j立跡、 'i;i'川IIIUffil:!跡などを"1心として凶閉する。 111上ヒ部は、夜FI式、阪

HII式、 rsノ巾タイプ、城の越式を見ることができる。

"j内においては剥紅、談、''1時期の唯一の人;胤棋~栴である。
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企 … 縄文時代早期

~山逃跡 2 志凶EHift跡 3 志i!!i!f々iO跡 4 志前日1滋跡

5 ~己防京総計遺跡 6 新潟JLEEljJ'J跡

- … 縄文時代晩期~弥生時代前期

7 常用~t長田遺跡 8 常用口問行.irt跡

O… 弥生時代中期~後期

9 古島w:崎遺跡 10 f{1jぬ.i1¥t跡 11 水山修ノ F遺跡 12 海島北石伏.itl跡

13 律Q1illゲ81T遺跡 14 鶴田博添遺跡第 l次潟資限 15 餓閏}tl添追跡第2次調資区

19 上北島5j!・Eま遺跡

. … 弥生時代終末~古墳時代初頭

16 狙塚遺跡 17 津島南悌生.itt跡第2次調査区 18 津島南筏原追跡

Fig.59 筑後市南部時代別遺跡分布図 (S= 1 /25，000) 
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5)弥生r11期~弥生後期

この頃には集部は占島・ノ'J<I:fI・常用 ・津島 ・lご北品 ・ド北島地I?{へと展開する。この辺りの中心的

な集落は、基本的に西に移ったとJ;iられる。上北島地区の上北島平塚遺跡では、廃棄 L.墳群からは鮫

付式士器と屯ノ巾タイプの上器が11¥上している。取付式 t器は器形が崩れ、城ノ越式上器に近い器形

をもっ。円]移住居からは城ノ越式上器を出土している。常則地区に位践する梅島泊跡は、常・用jt長田、

常m円日行追跡の商に位置している。 l次調査では不明r<<flだった全体像は、次年度に行われた2次調

査によって、ヰIJUJから後期後半に続く集落選跡であることが判った。また、北西に位置する占島領崎

i白跡も同時期の追跡で、数多くの竪穴式住居、掘立柱建物、 J，~l帯状:i1'1構が見つかっている。巣山追跡

の弥生住居もこの時期のものである。一方、水田、沖品地区の集落は、調布が水路、道路などトレン

チ的な線状の調査でしかなく、詳しい事は不明である。

現在のところ、該当時期の大型集落は、」ヒから蔵数森ノ木造跡、古島綬崎追跡、梅島遺跡の3ケ所

である。

6)弥生終末~古墳時代初め

この時期jの集落は上北島にある狐塚遺跡が著名であるが、これより南となると集落としてはっきり

と雌認できうるものは見当たらない。今同報告された津島南梯生遺跡、津島南笹原泣跡は弧塚追跡と

は距離が離れており、もう少し近くにこれらと対応させる事のできる追跡が存在すると考えられる。

なお、 JR船小犀駅の西に位置する津島皿ヶ町遺跡の滞状追掛からは庄内・布留式併行期のJ:.器が出

上したが、他の多くの追構は須玖E式~高三瀦式に該当しており、これを該当時期の集落とは言うこ

とはできない。

2.科遺跡の概要

このように、この地域では、縄文晩期から弥性前期の常mjt長朋 ・日凹行の岡地跡を中心とし、弥

生時代中期~後期にかけて、遺跡が周辺へと広がっていく動きが見られる。次に今回報告の遺跡に関

連の深いと思われる幾つかの追跡について、慨略を述べてゆく。

1 )悔島追跡

梅島遺跡は大字常用字梅島に所在し、県営干拓地等農地整備事業〈筑後西部地区〉に伴い、平成2

年度から 3年度にかけて調査が行われた。

1次調査は、 ]990年12月から翌1991年1月にかけ、筑後川からの導水管を埋設する部分において行

われた。竹林など後世の撹乱を多く受けていたらしく、また、追構の性格も不明な点が多かったよう

である。主要迫構は弥生時代中期から後期、そして中世 (13-16世紀〉のものである。

2次調査は1991年12月から翌1992年4月にわたり、間場整備による掘削を受ける部分について行わ

れた。調査l玄は1次調査区を挟み込むような形となり、中山の遺構では同ーのものを検出している。

広大な面積を対象とした調査であったが、検出時に住居跡と確認できたものはなく、方形の遺構も

内部に住穴を伴わないなど、集落としての性絡は不明瞭である。しかしながら、周溝状遺構が確認さ

れていることから、近くに住居脱があることは確かである。
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Fig.60 艇品.itt跡巨泌郎分概附|湖 (S-l/ 300) 

2) rll )~ lIll ゲ mr辿跡

10m 
d 

f) . 

-ーー‘-

ilt):hJIIlヶ111r.ifl跡はJR船小以駅のIJyfillJに{¥'， ，，"'lする 。 ~にその I'Li側にはtlt);~~ヒイ l伏.i1'l跡が{立 li" ，~する 。

IJ，~伐は以利引 lいTffJ"，見)J ~業筑後州部第 2!山1>くの第23\J' 土:~，lîHJI:水路のffi投 lこ{‘I~ い、 1997"ド 9JJ か ら 1 0)J 

にかけてHわれた。，m内IniWは 218m"である。

ill柑'IIW'ま現状の地点riliから約80cmほどの深さにある。 1-.な.itUNlはその111I:ill物から、弥生時代'1'
j切後、 I~ から，1 ，・邸時代初副に似ir1すると行え られる。

弥生時代tj ，却j後半から後J~mÎj' 1モのj山崎としては、 品11¥ftH.ll物跡1fJ!、出来u蛸2)占が{地;泌された。
特に抗11，'LJl:ffi物跡の.ft穴 1)占からは、H神fiが1111 : している。比般は、 r!l[l(nが~llØ*状の杵)~'J.の槌似 と品目

み作わされている。 ~a似lは同時JUJのものが佐賀、1'-野を小心にd、め られる。

祢' I~.時代終点から，1 ，地lI~j代初NIiの .ìtt ~，'IJ としては榔状泊附 l 条が雌泌されている。
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y・・47180 Y耳慣47160

Fig.61 ilt品11IlヶIlIf冶跡、遺構概附|火1(S 1/ 250) 

3. *"ill 

Y圃・47150

f勺
初

/ '(ゾー∞

このように、今1111減(りされた4辿跡のうち、rlt);:，dヒイl伏辿跡については、NtllJHにIdJ11.1 10Jの.irl跡が作

犯する。 rItJ:~ I fIL ヶ IIlr.ìn跡との 111]は芥地形となり、;n榊の舶t，.~，はされていはいが、同ーの1弘前与である吋

能性がI'::jl、。
.h、ilt品l判仰，1:，泊跡m2次，州内、出向rV-Jm JJ;UlUaliに!則しては、 iI~)JJ Illlヶffir追跡の桝状泊桃から、

1 ，，)時JUJの辿物が 1 111- している。今1"1 の.J，~fFは L 寸2れもトレンチ状の，J，'Jftのため、日11 ヶ IUJill跡のこの柿

かどの織なぷl比を~~・つのかまでは判明しえなかった。が、 3 辿跡から 11 11 : した怖， I~.時代終点JUJのill物

は、いずれも狐塚H式後、ド以降のHωUJが tj・えられる。また 、 I村f'JP'I~m 2 次，v，'Jft地点 ・ l判料JJ;ti11跡~i 1-. 

の辿物の人、I~は、狐塚田式にあ2 くものであるとJfえられる。
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